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民
待
望
の
市
民
文
化
セ
ン

　
　
　

タ
ー
が
１
９
８
６
（
昭
和

61
）
年
５
月
に
開
館
。
初
代
館
長

を
始
め
と
す
る
セ
ン
タ
ー
職
員
ら

は
、
市
の
方
針
と
し
て
、
地
域
の

文
化
振
興
を
目
的
に
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
、
子
ど
も
劇
団
、
少
年
少
女

合
唱
団
、
混
声
合
唱
団
の
育
成
団

体
設
立
に
動
き
出
し
ま
す
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
つ
く
ろ
う

　

開
館
ま
も
な
く
セ
ン
タ
ー
は
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
土
台
作
り
の
た

め
、
バ
イ
オ
リ
ン
教
室
（
後
に

チ
ェ
ロ
教
室
も
）
を
開
講
し
ま
す
。

　

教
室
の
生
徒
が
上
達
し
て
き
た

頃
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
設
立
の
検
討

会
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。
「
無
理

だ
」
「
い
や
、
で
き
る
」
、
意
見
は

二
分
し
平
行
線
を
た
ど
り
ま
し
た
。

 

「
で
き
る
か
で
き
な
い
か
、
一

度
音
を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
こ

れ
が
市
民
参
加
型
の
生
涯
学
習
の

始
ま
り
で
し
た
。

　

大
ホ
ー
ル
で
、
教
室
の
生
徒
を

中
心
と
し
た
〝
名
も
な
き
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
〞
が
奏
で
た
音
は
、
「
初

め
て
と
思
え
な
い
美
し
さ
」
と
、

取
材
に
来
た
マ
ス
コ
ミ
か
ら
評
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
設
立
は
夢
か
ら
現
実
と
な

り
動
き
出
し
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、
団
員
募
集
の
呼

び
掛
け
を
始
め
ま
し
た
。
６
万
都

市
で
の
人
材
確
保
は
予
想
以
上
に

難
し
か
っ
た
と
い
い
ま
す
が
、
行

政
と
市
民
が
一
丸
と
な
り
、
自
分

た
ち
の
ま
ち
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

つ
く
る
と
い
う
情
熱
で
、
人
が
人

を
呼
び
、
や
が
て
楽
団
の
形
が
見

え
て
き
た
の
で
す
。

　

１
９
９
０
年
10
月
、
「
十
和
田

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

（
以
下
・
十
和
田
フ
ィ
ル
）
」
は
、

県
内
４
番
目
の
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
し
て
産
声
を
上
げ
ま
す
。

記
念
す
べ
き
初
演
奏

　

翌
年
（
１
９
９
１
年
）
、
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
５
周
年
記
念

音
楽
祭
が
十
和
田
フ
ィ
ル
公
式
の

初
演
奏
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
音

楽
祭
は
、
当
時
全
国
的
に
も
類
を

見
な
い
市
民
手
づ
く
り
の
音
楽
祭

で
、
十
和
田
フ
ィ
ル
の
演
奏
は
こ

の
音
楽
祭
の
華
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
元
の
ホ
ー
ル
で
、
地
元
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
届
け
る
生
の
音

楽
に
、
会
場
か
ら
は
割
れ
ん
ば
か

り
の
拍
手
と
喝
采
が
沸
き
起
こ
り

ま
し
た
。
奏
者
と
し
て
参
加
し
て

い
た
川
村
現
団
長
は
「
こ
れ
こ
そ

が
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
あ
る
べ

き
姿
」
と
観
客
か
ら
絶
賛
さ
れ
た

こ
と
を
今
で
も
鮮
や
か
に
思
い
出

す
と
言
い
ま
す
。

市

　　十和田にオーケストラの種をまいた人♪

　本市は過去に「文化不毛のまち」と言われた時代がありました。今年30周年を迎える市民文化センターで産声
を上げたのが「十和田フィルハーモニー管弦楽団」。現在、市内では小・中学校、高校の吹奏楽の部活動が盛ん
に行われ学校教育の充実が図られていますが、同楽団は、市民参加型の生涯学習として26年の実績を誇り、市民
文化を支えています。また、６万都市にオーケストラが３団体(※)あるのは稀で誇れることです。今号では、管
弦楽を通して市民の心に潤いを与え、次世代を見据えて“育てる”活動を展開する同楽団の軌跡をたどります。
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特集特集

十和田フィルは文化の薫り高き市の象徴十和田フィルは文化の薫り高き市の象徴
　市民文化センター建設は、長年の市民
の願いでした。市には「単なる貸館では
なく文化を育てる場所にしたい」という
意向がありました。その中で生まれたの
が、オーケストラ設立の動きです。
　私は、演奏はできませんが、不治の病
とされていた結核を患ったときにクラシ
ック音楽に癒され、それ以来オーケスト
ラが大好きです。また、1957（昭和32）
年頃からオーケストラ設立につなげるた
めの子どもの器楽アンサンブル「アンサ
ンブル・ド・モアノ（仏語でスズメの合
奏団）」の運営に携わっていましたが、
子供らの成長と共に自然消滅してしまい、
挫折感を覚えていました。だから、セン
ターからオーケストラをつくるという呼
び掛けがあった時には飛び付きましたね。

十和田フィルハーモニー管弦楽団
初代事務局長

佐
さ と う

藤 稔
みのる

 さん

　私が事務局に入り、まず動いたのは団
員の確保でした。さまざまな所へ赴いて
はしつこくオーケストラへの勧誘活動を
続けました。
　初演奏の音楽祭で、開演前に会場の様
子を見に行くと、ほぼ満席でした。驚い
てホールから出ると初代館長の今

こん
純一郎

さんとばったり会い、お互い何か言おう
としましたが、ひと言でも口を開いたら
涙がこぼれそうだったので、目で語り合
ったのを覚えています。
　十和田フィルは、「このまちにオーケ
ストラを」という熱い思いと出会いが重
なってできた奇跡の楽団。たくさんの人
の希望が詰まっています。十和田フィル
はこの十和田市の誇りです。

市民文化センター開館、それが全ての始まり市民文化センター開館、それが全ての始まり
　八戸市民フィルハーモニー交響楽団で
コンサートミストレスを２年務め、市民
文化センター開館の1986（昭和61）年４
月に十和田に嫁いできました。私たちの
結婚披露宴に、今館長が列席していたの
が縁で、1988（昭和63）年にバイオリン
教室の講師の依頼があり引き受けました
が、この教室がオーケストラの団員育成
を目的に開設されたと知ったのは後のこ
とでした。
　十和田フィル設立と同じ頃、センター
が八戸ジュニアオーケストラを招待して
バイオリン教室の生徒と一緒に演奏する
という企画がありました。その時、今館

長が生徒に「十和田にジュニアオーケス
トラを設立するときには、皆さんが中心
となって頑張ってください」と話し、生
徒たちが深くうなずいていたのをよく覚
えています。
　今、振り返って思うと、幸運な偶然が
重なっていました。自分たちの文化を、
自分たちの地域で育てたいと、活動の大
きな器となるセンター建設に尽力した大
勢の人々の存在。人口約６万人の都市に
行政の支援でオーケストラを設立したこ
と。そして偶然にもそこに自分が居合わ
せ、活動が定着したことを心から幸せに
思います。

十和田フィルハーモニー管弦楽団
コンサートミストレス*

石
いしか わ

川 泉
いずみ

 さん
*演奏面でオーケストラを取りまとめる人
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音
を
磨
く

　

「
そ
こ
遅
い
よ
」
「
こ
こ
の

ピ
ッ
チ
（
音
程
）
合
わ
な
い
ね
」

団
員
同
士
で
声
を
掛
け
合
い
ま
す
。

10
代
か
ら
80
代
ま
で
広
い
世
代
の

人
が
集
ま
る
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
は
世
代
を
超
え
て
互
い
に
言
い

合
え
る
関
係
性
が
見
え
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

ソ
ロ
と
は
違
い
、
大
勢
で
一
つ

の
音
楽
を
作
り
上
げ
る
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
は
「
合
わ
せ
る
」
と
い
う
作

業
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

は
自
分
の
音
楽
性
を
殺
し
て
大
勢

に
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
一
人

一
人
が
音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
合

わ
せ
る
こ
と
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　

で
き
な
け
れ
ば
何
回
で
も
練
習

す
る
、
何
回
で
も
合
わ
せ
る
、
大

人
も
子
ど
も
も
関
係
な
く
、
一
人

の
奏
者
が
責
任
と
プ
ラ
イ
ド
を

も
っ
て
音
楽
に
向
き
合
う
姿
が
そ

こ
に
は
あ
り
ま
す
。

(※)十和田フィルハーモニー管弦楽団、ジュニアオーケストラ十和田、北里大学十和田交響楽団

　
　
　

年
が
明
け
る
と
定
期
演
奏

　
　
　

会
の
練
習
が
始
ま
り
ま
す
。

新



楽興の時楽興の時音楽への情熱があふれだす―音楽への情熱があふれだす―

聴
衆
を
一
流
の
聴
衆
に

　

演
奏
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は

「
早
わ
か
り
音
楽
教
室
マ
ナ
ー
講

座
」
と
い
う
、
曲
の
解
説
と
共
に

拍
手
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
教
え
て
く

れ
る
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

　

「
【
抜
粋
】
今
年
も
お
せ
っ
か

い
な
身
勝
手
裏
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
拍

手
の
強
要
（
教
養
）
』
を
お
届
け

し
ま
す
。
マ
イ
ク
や
ア
ン
プ
を
使

わ
な
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
演
奏

会
で
は
、
楽
器
の
音
を
ホ
ー
ル

い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
ら
せ
る
に
は
、

会
場
が
静
か
で
あ
る
こ
と
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
こ
の
拍
手
の
虎
の
巻

4

4

4

を
ご
一
読
い
た
だ
き
、
気
持
ち
よ

く
演
奏
会
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
」

　

敷
居
が
高
い
と
思
わ
れ
が
ち
な

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
演
奏
会
。
不

安
を
和
ら
げ
る
と
と
も
に
、
地
域

の
人
た
ち
が
ど
こ
の
演
奏
会
に

行
っ
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う

な
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
て
欲
し
い

と
い
う
思
い
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。
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写
真
提
供　

工
藤
祐
幸
さ
ん

十和田フィルハーモニー管弦楽団
団長

川
かわむ ら

村 邦
くに あ き

明 さん

♪

　十和田フィルの奏者の自給率は高いで
すよ。足りないパートは他から呼んでい
ますが、できるだけ自分たちで賄って
「まちのオーケストラ」であることを大
事にしています。だから演奏会に毎年来
てくれるお客さまの中には「ここの音は
優しい」とか「親しみやすい」などと言
ってくれる方が少なくありません。
　十和田フィルを将来につなぐためには、
次代を担う人を育てることや、ここを巣
立ったメンバーがいつでも戻って来やす
い楽団であり続けることが大切だと考え
ています。また、親しみを持って応援し
てくれるファンを増やすことも重要です。
　音楽は考えるものではなく感じるもの

です。無くても生きていけますが、出会
ったことで人生がより豊かに拡がる可能
性があります。十和田フィルがそのきっ
かけを提供できればいいなと思っていま
す。演奏会のプログラムに裏プログラム
を載せているのもそういった理由からで
す。十和田フィルで初めてクラシック音
楽に興味をもった人が、演奏する側にな
ってもいいし、聴く側になってもいい、
どんな形でもいいので音楽を楽しんでほ
しいですね。
　十和田フィルで音楽の楽しさを知った
人がベルリンフィルでもウィーンフィル
でも臆せずに聴けるようになったら最高
です。

まちのオーケストラへようこそまちのオーケストラへようこそ

　
　
　

年
７
月
２
日
、
市
民
文
化

　
　
　

セ
ン
タ
ー
で
、
国
際
的
に

活
躍
し
て
い
る
指
揮
者
の
三
河
正

典
氏
を
迎
え
て
第
24
回
定
期
演
奏

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今

仲
間
と
最
高
の
サ
ウ
ン
ド

を
奏
で
よ
う

　

開
演
を
知
ら
せ
る
ベ
ル
が
鳴
り
、

奏
者
が
会
場
の
拍
手
に
迎
え
ら
れ

な
が
ら
入
場
。
コ
ン
サ
ー
ト
ミ
ス

ト
レ
ス
は
奏
者
が
演
奏
の
準
備
が

で
き
た
こ
と
を
確
認
す
る
と
「
Ａ

（
ラ
）
」
の
音
を
出
し
て
チ
ュ
ー

ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
い
よ
い
よ

指
揮
者
の
登
場
。
コ
ン
サ
ー
ト
ミ

ス
ト
レ
ス
と
固
い
握
手
を
交
わ
し

て
指
揮
台
に
登
り
ま
す
。

　

―
緊
張
の
瞬
間
―

　

指
揮
者
が
指
揮
棒
を
振
り
上
げ

る
と
輝
か
し
い
音
が
大
ホ
ー
ル

い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
音
楽
の
大

き
な
う
ね
り
と
共
に
体
を
し
な
ら

せ
、
全
身
で
奏
で
ま
す
。
一
人
一

人
が
持
つ
音
楽
へ
の
情
熱
が
歌
ご

こ
ろ
や
躍
動
と
い
っ
た
表
現
へ
結

び
付
き
、
演
奏
す
る
喜
び
を
音
と

共
に
放
ち
ま
す
。

　

ソ
ロ
演
奏
に
な
る
と
、
他
の
メ

ン
バ
ー
は
心
の
中
で
「
頑
張
れ
」

と
声
援
を
送
る
よ
う
に
ソ
リ
ス
ト

を
温
か
く
見
守
り
、
練
習
で
苦
労

し
て
い
た
早
い
動
き
の
箇
所
に
な

る
と
、
周
囲
も
一
緒
に
リ
ズ
ム
を

と
っ
て
肩
を
揺
ら
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
練
習
で
培
っ
て
き
た
信
頼
が

大
き
な
連
帯
感
と
な
り
、
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
一
体
感
を
生
み
出
す
の

で
す
。

　

や
が
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
向
か
っ

て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
一
音
一
音
思

い
を
込
め
て
力
を
振
り
絞
り
ま
す
。

　

「
ブ
ラ
ボ
ー
！
」 

音
の
余
韻

と
共
に
湧
き
上
が
る
歓
声
と
拍
手
。

胸
に
感
動
が
流
れ
る
瞬
間
で
す

　

楽
団
員
は
緊
張
か
ら
解
き
放
た

れ
、
満
た
さ
れ
た
思
い
で
終
演
を

迎
え
ま
す
。

で
ま
す
。
初
ス
テ
ー
ジ
で
、
本
来

で
あ
れ
ば
ソ
リ
ス
ト
が
立
つ
よ
う

な
最
高
の
場
所
で
の
演
奏
を
経
験

さ
せ
る
の
は
、
と
て
も
思
い
切
っ

た
演
出
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
経

験
は
子
ど
も
た
ち
が
本
格
的
に
音

楽
と
向
き
合
う
契
機
と
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
熱
意
が
、
合
奏

の
喜
び
や
練
習
の
先
に
あ
る
感
動

に
結
び
つ
い
た
と
き
、
き
っ
と
素

晴
ら
し
い
世
界
が
開
け
て
く
る
で

し
ょ
う
。

　

高
橋
団
長
は
言
い
ま
す
。
「
音

楽
の
世
界
で
は
誰
も
が
上
達
す
る

権
利
を
持
っ
て
い
る
」
。
子
ど
も

た
ち
の
可
能
性
は
無
限
大
で
す
。きらきら星を演奏する新入団員

　
　
　

ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
十

　
　
　

和
田
（
以
下
ジ
ュ
ニ
ア
）

は
、
２
０
０
１
年
に
、
青
森
市
、

八
戸
市
に
次
い
で
、
県
内
で
３
番

目
に
誕
生
し
ま
し
た
。
当
初
は
十

和
田
フ
ィ
ル
に
入
団
す
る
人
材
育

成
が
主
な
目
的
で
し
た
が
、
次
第

に
学
校
で
は
経
験
で
き
な
い
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
を
学
ぶ
場
と
し
て
地
域

に
定
着
し
ま
し
た
。

豊
か
な
人
間
性
を
育
む

　

ジ
ュ
ニ
ア
の
現
団
員
は
、
小
学

1
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
の

21
人
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
編
成
に

は
人
数
が
足
り
な
い
た
め
、
演
奏

会
で
は
十
和
田
フ
ィ
ル
の
団
員
ら

が
エ
キ
ス
ト
ラ
出
演
す
る
な
ど
し

て
楽
団
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

指
導
す
る
の
は
、
常
任
指
揮
者

の
福
田
守
さ
ん
は
じ
め
高
橋
幸さ
ち
お男

団
長
、
石
川
泉
さ
ん
ら
。
そ
の
ほ

か
楽
譜
の
準
備
や
練
習
の
調
整
な

ど
を
、
保
護
者
ら
が
協
力
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
学

び
た
い
と
言
っ
た
と
き
、
保
護
者

が
一
番
に
心
配
す
る
の
は
楽
器
の

事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ジ
ュ

ニ
ア
で
は
、
音
楽
に
興
味
を
持
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
、
心
配
な
く
音

楽
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

楽
器
借
用
の
相
談
に
も
応
じ
て
い

ま
す
。
特
に
弦
楽
器
は
、
体
の
大

き
さ
に
合
わ
せ
て
楽
器
の
大
き
さ

が
変
わ
る
た
め
、
４
分
の
１
サ
イ

ズ
か
ら
大
人
の
フ
ル
サ
イ
ズ
ま
で

状
況
に
よ
っ
て
貸
し
出
し
、
楽
器

を
大
切
に
扱
う
心
構
え
か
ら
指
導

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
か
ら
集
ま
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
「
み
ん
な
で
音

楽
を
つ
く
る
」
と
い
う
一
つ
の
目

標
に
向
か
っ
て
助
け
合
う
こ
と
で
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
形
成
し
、
社
会
の
基
本

的
な
規
範
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま

す
。
音
楽
だ
け
で
は
な
く
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
こ
と
が
ジ
ュ
ニ
ア

運
営
の
大
き
な
目
的
で
す
。

き
ら
き
ら
光
る

十
和
田
の
星
よ

　

ジ
ュ
ニ
ア
の
新
入
団
員
の
初
ス

テ
ー
ジ
は
「
き
ら
き
ら
星
変
奏

曲
」
が
恒
例
で
す
。

　

新
入
団
員
は
、
舞
台
の
最
前
列

中
央
で
こ
の
曲
の
メ
ロ
デ
ィ
を
奏

つ
な
が
る
管
弦
楽

ジ

列をなして開場を待つ来場者



　

人
口
約
６
万
３
千
人
の
中
核
都

市
に
３
つ
も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
あ

る
の
は
稀
で
本
当
に
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
切
田
中
学
校

文
化
部
で
は
、
週
３
日
を
バ
イ
オ

リ
ン
の
練
習
に
割
り
当
て
、
同
校

の
文
化
祭
や
上
北
地
方
中
学
校
文

化
連
盟
音
楽
発
表
会
な
ど
で
練
習

の
成
果
を
発
表
し
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
十
和
田
フ
ィ
ル
の
団
員

で
も
あ
る
バ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ

ロ
・
フ
ル
ー
ト
の
奏
者
と
ピ
ア
ノ

奏
者
で
組
ま
れ
た
ゼ
ル
コ
バ
ア
ン

広
が
る
管
弦
楽
の
輪

夢
を
継
ぐ

切田中学校文化部

北里大学十和田交響楽団
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特集　特集　未来につなぐハーモニー未来につなぐハーモニー
十和田フィルハーモニー管弦楽団の軌跡十和田フィルハーモニー管弦楽団の軌跡

設立当時から指揮
を振る福田守常任
指揮者

美しいハーモニーは団結力から。合宿で仲を深めます

コンサートミスト
レスを中心に繰り
返し練習します

4/4
（フルサイズ）

3/41/21/4

十和田フィルの歩み
１９８６（昭和61）年
　市民文化センター開館
１９９０年
★十和田フィル誕生
１９９１年
　市民文化センター開館５周年記
念音楽祭出演・初演奏
１９９２年
　第１回定期演奏会開催
１９９７年
　市民第九演奏会「ひびけ三木
野ヶ原に」市制施行40周年、市民
文化センター開館10周年記念演奏
会出演
１９９９年
　県民文化祭総合フェスティバル
式典出演
２００１年
　ジュニアオーケストラ十和田誕生
２００７年
　市文化奨励賞受賞　
２０１１年
　第19回定期演奏会・東日本大震
災支援コンサート開催
２０１６年
　第24回定期演奏会開催

毎年定期演奏会開催、各種イ
ベントに出演。現在団員50人

市
　
　
　

内
に
は
、
十
和
田
フ
ィ
ル
、

　
　
　

ジ
ュ
ニ
ア
、
北
里
大
学
十

和
田
交
響
楽
団
の
３
つ
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
が
あ
り
ま
す
。

サ
ン
ブ
ル
は
、
小
・
中
学
校
の
音

楽
教
室
や
自
主
公
演
な
ど
で
音
楽

の
楽
し
さ
、
美
し
さ
を
広
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
管
弦
楽
の
つ
な
が

り
は
、
互
い
に
助
け
合
い
高
め
合

い
、
地
域
文
化
の
薫
り
を
高
め
て

い
ま
す
。

見学・入団の問い合わせ
・十和田フィル事務局・宮内
　☎０９０・５３５６・２００９
・ジュニア事務局・豊川
　☎０９０・４０４２・９９２０
・北里大学十和田交響楽団の定期
　演奏会があります。詳しくは、
　27ページをご覧ください。

楽しい音楽の時間です楽しい音楽の時間です
　小学３年からバイオリン教室に通
い、中学２年の時に設立されたジュ
ニアに移行して初代コンサートミス
トレスとなりました。違う学校の同
年代の友達がたくさんいたので、一
緒に音楽をするのが楽しみでした。
　当時は、音楽で身を立てようなん
て思ってもいなかったけど、バイオ
リンを極めたい、自分の力を試して
みたいという気持ちが強くなって音
楽の道へ進む決意をしました。
　子どもの頃の夢は、有名人のバッ
クで演奏すること。それが叶った今
は、普段音楽を聴いていないような
人にも生の音楽を届けたい。特に十
和田では音楽を身近に感じる活動を
展開していきたいです。

プロバイオリニスト

豊
とよか わ

川 麗
れ い こ

子 さん

ジュニア初代コンサートミ
ストレス。洗足学園音楽大
学卒業後、関東と十和田市
で音楽活動を行っている。

　小学２年の時にジュニア
に入団しました。小学５年
の時に青森市へ引っ越しま
したが、十和田のアットホ
ームな雰囲気が好きで通っ
て活動を続けています。
　十和田は、オーケストラ
を始める環境に恵まれてい
ます。もっとたくさんの人
にオーケストラの楽しさや
ジュニアを知ってもらって、
ジュニアの仲間を増やした
いです。
　北里大学生や十和田フィ
ルの人が音楽を楽しむ姿は
私の憧れです。社会人にな
ってもずっと続けたいです。

ジュニアオーケストラ十和田
コンサートミストレス
青森市立筒井中学校３年

田
た ば た

畑 史
ふ み な

菜 さん

ジュニアは私の原点ジュニアは私の原点

♪

♪

十和田フィルは文化の裾野を広げた十和田フィルは文化の裾野を広げた
　昔は、音楽に興味のある人の拠り所がありませんでした。どこに行けば
音楽ができるのか、その場を提供したことが十和田フィルの大きな功績で
しょう。十和田フィルは、バイオリンを弾きたいと思えば、上手下手関係
なく受け入れ、一緒に上手になりましょうと言います。設立当時、管楽器
や打楽器は吹奏楽の経験者がたくさんいましたが、弦楽器ができる人はな
かなかいませんでした。そうなると育てるしかありません。育てるにも時
間がかかります。人を育て、楽団の活動を軌道に乗せ、楽団員それぞれが
生涯現役を目指し、さらにジュニアを通して次世代へつなぐ活動をしてい
る、十和田フィルの活動は本市の生涯学習の推進に大きく貢献しています。

　自分たちの住んでいるまちで文化を育て
たいと、センター建設に向けて起きた文化
のムーブメントから30年が過ぎ、文化不毛
の地といわれていた本市は、今や音楽をは
じめ文化の盛んなまちになりました。
　市内では、市民文化センターや公民館な
どで、さまざまなジャンルの愛好家が、グ
ループをつくり、楽しみながら、文化の裾
野を広げています。十和田フィルもそうい
う熱い意志をもったグループから始まった
のです。
　十和田フィルにはこれからも地域に根差
した活動を続けて、地域の揺りかごのよう
にそのサウンドをいつまでも響かせてほし
いと願っています。

十和田市文化協会会長

川
かわさ き

崎 富
とみ や す

康 さん

小さな子どもでも
演奏できるように
いろんな大きさの
バイオリンを貸し
出ししています

　

ジ
ュ
ニ
ア
の
誕
生
か
ら
15
年
、

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
器

を
手
に
取
り
、
本
物
の
音
楽
に
触

れ
て
き
ま
し
た
。
中
に
は
プ
ロ
の

演
奏
家
に
な
り
活
躍
し
て
い
る
人

た
ち
も
い
ま
す
。
ま
た
、
十
和
田

フ
ィ
ル
に
入
り
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
指

導
者
に
な
る
と
い
う
人
も
出
て
き

て
い
ま
す
。

　

本
市
に
は
、
大
人
で
も
子
ど
も

で
も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
や
り
た
い

と
い
う
人
の
受
け
皿
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
十
和
田

フ
ィ
ル
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、

次
を
育
て
る
と
い
う
人
づ
く
り
の

流
れ
も
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
を
始
め
、
励
む
た
め
の

環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
世
界
的

に
活
躍
す
る
著
名
な
演
奏
家
が
生

ま
れ
る
こ
と
も
夢
で
は
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

十
和
田
フ
ィ
ル
が
、
こ
の
６
万

都
市
で
26
年
続
い
て
き
た
原
動
力

は
次
世
代
を
育
て
る
取
り
組
み
で

す
。
活
動
を
広
く
地
域
で
共
有
し
、

次
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
、

創
造
性
豊
か
な
ま
ち
の
繁
栄
に
結

び
付
き
ま
す
。

　

本
市
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

で
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
皆
さ
ん

も
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
で
、
未

来
の
十
和
田
市
を
創
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
未
来
に
つ
な
ぐ
希
望
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
る
よ
う
に
。
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平成28年度平成28年度十和田市文化に関する表彰十和田市文化に関する表彰
　『文化功労賞』は、永年にわたり文化の向上発展に貢献し、その功労が特に顕著である方、『文化奨励
賞』は、優れた文化の創造および普及活動を続け市民の文化向上に寄与した方に贈られます。

✿文化功労賞

✿文化奨励賞

白
しらやま

山　廣
ひ ろ み

美さん

（64歳・法量字尻貝下）

　昭和61年に民生委員児童委員に就任以来、平成７

年に十和田湖町民生委員児童委員協議会会長、合併

後の平成19年には、十和田市民生委員児童委員協議

会会長を務め、住民の立場に立って相談に応じ、必

要な助言や援助を行うなど献身的に尽力されました。

また、地域の子どもたちが元気に安心して暮らせる

よう、市、社会福祉協議会と連携した支援を行うな

ど福祉向上に寄与されました。

　平成10年に上北郡民生委員児童委員協議会会長に

就任、平成11年には、青森県民生委員児童委員協議

会副会長を務めるなど、当地域のみならず県域にお

ける社会福祉の向上に大きく貢献されました。

　昭和53年に消防団に入団以来、平成21年から平

成27年まで副分団長、現在は分団長の職に就くなど

地域防災活動に尽力されました。

【主な受賞歴：平成13年青森県社会福祉協議会知事

表彰、平成23年全国民生委員児童委員連合会長表彰、

平成28年消防庁長官永年勤続功労章ほか】

社会福祉の振興発展に貢献

中
なかさわ

沢　豊
と よ み

美さん

（70歳・三本木字西金崎）

　昭和42年に消防団に入団以来、分団長、副団長な

どを歴任し、平成19年から平成27年まで消防団長

として、社会状況に即応した消防力の強化、消防団

設備の整備に積極的に取り組んだほか、消防団員の

指導育成、消防技術の向上に努め、第22回、第23

回の全国消防操法大会出場に導くなど、本市の消防

団活動の発展に大きく貢献されました。

　また、火災予防の重要性を市民に説き、「自らの

地域の火災予防は自らの手で」という思想の普及に

努められました。

　平成16年に青森県消防協会評議員に就任以来、副

会長などの職に就き、平成26年から平成28年まで

会長として、当地域のみならず青森県民の防火思想

の普及にも努め、地域住民が安全、安心を実感でき

るまちづくりに大きく尽力されました。

【主な受賞歴：平成17年消防庁長官永年勤続功労章、

平成18年日本消防協会長功績章、平成26年青森県

知事功労章、青森県消防協会長有功章ほか】

消防団の発展に貢献

神
じん

　玲
れ い こ

子さん

　「フォト五
さ つ き

月会
かい

」で長年
事務局長と会計を兼任､近
年は会長代行も兼ねて市内
各所での写真展などの企画、
運営を担い写真文化の普及
に尽力している。自身も多
くの作品が入賞しており、
写真文化の向上、発展に貢
献した功績は大きい。
（活動歴20年）

山
やまざき

崎　勇
いさむ

さん
（69歳・立崎字立崎）

　長きにわたり､駒踊りの
自己の技能向上と後継者の
育成に尽力しており､南部
駒踊立崎保存会の役員（会
計・副会長・会長）として
も組織の維持発展に大きく
寄与した。
（活動歴46年）

　長年中断していた六日町
鶏
けいまい

舞の復活のため奔走し､
復活後も現役として活躍し
ながら後輩の育成にも力を
注ぐなど、活動の中心的な
存在となり､地域の伝統文
化の継承に大きく貢献した。
（活動歴42年）

　昭和28年より晴山獅子舞
保存会の後継者として入会。
「権

ごんげんまい

現舞」「三
さんば そ う

番叟」を主
にあらゆる演目の笛、太鼓、
鐘、ほら貝など全てにわ
たって技能を磨き、習得。
また、後継者への演技指導
に努めるなど地域の伝統文
化の継承に大きく尽力した。
（活動歴63年）

　佐
さ さ き

々木　喜
き よ じ

代治さん
（70歳・深持字南平）

✿文化功労賞 ✿文化功労賞

✿文化功労賞

✿文化功労賞

✿文化奨励賞

大
おおふかない

深内地
ち く

区少
しょうねん

年駒
こまおど

踊り後
こうえんかい

援会
（洞内字千刈田）

　昭和45年に地元の民俗芸能｢駒踊｣を学校
教育の一環ととらえ、生徒を支える組織と
して教職員・地域住民が一体となり後援会
が発足。大深内地区にある「洞内南部駒踊
保存会」と「南部駒踊立崎保存会」の後継
者育成に多大な功績を残した。
（活動歴46年）

　十和田市文化財保護協会
の役員として、会運営の企
画、研修、研究発表に尽力
し、協会内のみならず広く
一般市民の文化財に係わる
意識の向上に寄与し、今後
の更なる活躍が期待される。
（活動歴11年）

　昭和53年に南部切田神楽
会の後継者となる。切田神
楽の根幹をなす権現舞をは
じめ、祈

き と う

祷舞
まい

､女
おんなまい

舞、狂言
など30余番ある演目の技量
を習得し、舞手の中心とし
て活躍するとともに、後輩
たちの指導も熱心であり、
今後の更なる活躍が期待さ
れる。
（活動歴38年）

　新
あらやしき

屋敷　すみ子
こ

さん
（67歳・沢田字中道）

　氣
け た

田　和
かずゆき

幸さん
（57歳・三本木字稲吉）

公
共
の
福
利
増
進
に
功
労
が
あ
っ
た
方
や
、
広
く

市
民
の
模
範
と
な
る
方
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

平
成
28
年
度

十
和
田
市
褒
賞

苫
と ま べ ち

米地　隆
たかあき

昭さん
（72歳・相坂字高見）



第
２
次
十
和
田
市
総
合
計
画
「
基
本
構
想
」
が
議
決

　

平
成
28
年
第
３
回
十
和
田
市
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
「
第
２
次

十
和
田
市
総
合
計
画
」
基
本
構
想

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
構
想
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
将
来
都
市
像
や
基
本
理
念
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
的

な
施
策
の
大
綱
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

■
策
定
の
趣
旨

　

本
計
画
は
、
現
行
の
第
1
次
十

和
田
市
総
合
計
画
の
計
画
期
間
終

了
後
、
引
き
続
き
、
本
市
な
ら
で

は
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
を

進
め
て
い
く
指
針
と
な
る
計
画
と

し
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。　

　

本
計
画
は
、
十
和
田
市
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
第
14
条
の
規
定
に

基
づ
く
、
本
市
に
お
け
る
最
上
位

の
行
政
計
画
で
す
。

■
計
画
の
性
格
と
位
置
づ
け

■
計
画
の
構
成
と
期
間

■
将
来
都
市
像

　

人
口
減
少
を
は
じ
め
と
し
た
多

く
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
、

行
政
だ
け
で
は
な
く
市
民
の
力
を

結
集
し
て
、
市
民
が
主
役
と
な
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
の
思
い
と
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
継
承
で
き
る
、
未
来
へ
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問
政
策
財
政
課
政
策
企
画
係
☎
51
６
７
１
０

　

今
後
、
基
本
構
想
の
実
現
に
向

け
た
具
体
的
な
施
策
を
示
す
基
本

計
画
、
個
別
具
体
の
事
業
と
年
度

別
の
計
画
で
あ
る
実
施
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※
基
本
構
想
の
詳
細
、
策
定
の
経　

緯
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。　

■
基
本
理
念

　

将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
、

全
て
の
分
野
に
わ
た
っ
て
共
通
す

る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え

方
を
「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
」
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

■
基
本
目
標

　

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
骨
格
を

な
す
主
た
る
分
野
ご
と
に
、
今
後

ど
の
よ
う
な
ま
ち
を
目
指
す
の
か

を
「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

（
政
策
）
」
と
し
て
、
定
め
て
い

ま
す
。

将来都市像・基本理念・基本目標の体系将来都市像・基本理念・基本目標の体系
〈将来都市像〉 〈基本理念〉 〈基本目標〉

地域経済社会の持続的な発展を支える
強固な経営基盤が確立したまち（自治体経営）

快適な暮らしや活発な経済活動を支える
都市基盤が整ったまち（都市基盤）

ゆとりと潤いあふれる暮らしを
実感できるまち（環境）

〜
わ
た
し
た
ち
が
創
る
〜

　

   

希
望
と
活
力
あ
ふ
れ
る　

十
和
田

市内外からより多くの人々や消費を
呼び込めるまち（産業振興）

地域で助け合い、災害に強く犯罪のない、
安全・安心なまち（安全・安心）

地域全体で子育て・子育ちを
しっかりと支えるまち（子育て・教育）

すべての市民が健やかに
暮らせるまち（健康・福祉）

だれもが楽しく学び、豊かな心と文化が
息づくまち（生涯学習・文化・スポーツ）

市民一人ひとりが
主役のまちづくり

地域を育て地域と地域が
連携したまちづくり

十和田らしさを大切に
守り活かすまちづくり

〜
平
成
38
年
度
ま
で
の
10
カ
年
計
画 

〜

「
第
2
次
十
和
田
市
総
合

　

計
画
」
の
概
要

ま
ち
づ
く
り
の
方
針

市役所からのお知らせ

　

本
計
画
は
「
基
本
構
想
」
「
基

本
計
画
」
「
実
施
計
画
」
の
３
層

で
構
成
す
る
も
の
と
し
、
計
画
の

期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
基
本
構
想
…
平
成
29
年
度
か
ら　

　

平
成
38
年
度
ま
で
の
10
カ
年

▽
基
本
計
画
…
前
期
基
本
計
画
５

　

カ
年
、
後
期
基
本
計
画
５
カ
年

▽
実
施
計
画
…
第
１
期
実
施
計
画

　

４
カ
年
、
第
２
期
及
び
第
３
期　
　

　

実
施
計
画
３
カ
年

〜
私
た
ち
が
つ
く
る
〜

希
望
と
活
力
あ
ふ
れ
る
十
和
田

の
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
理
想
の

ふ
る
さ
と
を
創
り
あ
げ
て
い
く
と

い
う
思
い
を
表
し
て
い
ま
す
。



問政策財政課地方創生・婚活支援係 ☎516712地方創生地方創生まち・ひと・しごとまち・ひと・しごと
十和田　移住　日々コレ 検索

　結婚を希望する男女の出会いから結婚までを応
援し、身近な相談役として協力していただく婚活
応援サポーター（個人、団体）を随時募集します。
資格や年齢は問いませんので、多数の応募をお待
ちしています。
婚活応援サポーターの役割　
　▷身近な相談役
　▷婚活イベントやセミナーの情報提供など
応募方法　政策財政課窓口または、市ホームペー  
　ジからダウンロードした申し込み用紙に記入の
　上、持参、郵送、ＦＡＸのいずれかで応募して
　ください。

　「結婚希望者の応援をしたい」という思いのある
市民へのお役立ち講座を開催します。婚活応援サ
ポーターに興味のある人との交流や、相談対応の
ノウハウを学ぶ機会として、ぜひ気軽にご参加く
ださい。
とき　11月 27 日㈰　午後１時 30分～４時 45分
　　※終了後交流会を行います。
ところ　市民交流プラザ「トワーレ」
対象　市内在住で、結婚を希望する男女を応援し
　　たい人（30人程度）
内容　講師を招いて、実際の事例をもとに結婚を
　　希望する男女から相談を受けたときの対応方
　　法などを学びます。
参加費　無料（交流会への参加者は 500 円）

「十和田市婚活応援サポーター」募集

問政策財政課またはNPO法人プラットフォーム
　　あおもり（☎017-721-1250）

　市では９月24日～25日、地方への移住を検討している人に市の魅
力を発信する「移住お試しツアー」を開催し、首都圏や大阪から20
～60歳代の13人が参加しました。先輩移住者の案内のもと、アート
な街中や十和田湖・奥入瀬渓流の豊かな自然を体験して、本市での
暮らしを身近に感じてもらいました。

移住者の先輩と巡る「お試しツアー」に首都圏などから13人参加

参加者の声を紹介します
○十和田市の人は、外の人を受け入れてくだ
　さる雰囲気をもっていて、十和田市へ移住
   する気持ちが強くなりました。
　（50歳代男性）
○十和田湖の朝日がきれいで、キャンプやカ
　ヌーのためにまた来たいと思いました。環
　境や人柄などが突き抜けて良いと感じまし
　た。（20歳代男性）
○不便でさみしいイメージでしたが、アート
　に囲まれて街の人たちも笑顔で楽しく過ご
　されており、とても住みやすそうな街だと
　感じました。またぜひ来たいです。
　（30歳代女性）
○十和田市の魅力がすごく伝わって充実の２
　日間でした。街もきれいで、田舎過ぎず、
　便利そうなところだと感じました。
　（30代女性）
○具体的に暮らしている人の顔を見ることが
　できましたので、街づくりに対して、面白
　いことを画策しようとしている人たちがい
　る、いい意味で固まっていない印象を持ち
　ました。（30歳代男性） カヌー体験で十和田湖の魅力を満喫

「アーツトワダ」の活動の説明を受ける
参加者たち

11広報　　　　　　　　2016年（平成28年）11月号

問政策財政課☎516712　FAX ㉔9616

婚活応援のためのお役立ち講座を開催
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特定不妊治療費を助成します

　市では少子化対策の一環として、特定不妊治療（体外受精・顕微受精）を受ける夫婦の経済的負担を軽減
するため、県の助成を受けた人に対して、治療費の一部を助成しています。

条件　
・法律上の婚姻をしている夫婦であること
・青森県特定不妊治療費助成事業費補助金の交付決定を受けていること
・夫婦のどちらか一方が青森県特定不妊治療費助成事業の交付決定日から継続して市内に住所を有している
　こと
※県の助成を受けるためには、妻の年齢が43歳未満であること、指定医療機関において特定不妊治療を受け
　ること、所得制限を満たすことなどの要件を満たす必要があります。
助成額
　　治療に要した費用から下記の県の助成額を控除した額と、県の助成額の３分の２の
　金額のいずれか低い額（上限10万円）
（県）治療内容に応じて、150,000円（初回申請に限り300,000円）または75,000円
初回申請における助成実例
①新鮮胚移殖を実施した場合　治療期間▷約40日
　治療費402,460円、県の助成費300,000円、市の助成費100,000円で実質自己負担額2,460円
②凍結胚移殖を実施した場合　治療期間▷約170日
　治療費422,930円、県の助成費300,000円、市の助成費100,000円で実質自己負担額22,930円
③体調不良などにより移殖の目途が立たず治療終了　治療期間▷約20日
　治療費359,180円、県の助成費300,000円、市の助成費59,180円で実質自己負担額0円
★申請方法などの詳細はお問い合わせください。

問こども子育て支援課子育て給付係☎516716申

とわだ産品情報 とわだ産品販売戦略課 検索問とわだ産品販売戦略課☎516743

しずくの恵マルシェ　11月まで開催しずくの恵マルシェ　11月まで開催
　農業後継者や加工業者などの新たな販路の確保・拡大のほか、特
色を持った作物の生産への取り組みを促進させ、紹介する機会をつ
くるため、地元農産物などを販売するマルシェを６月から毎月第４
日曜日に開催しています。
　６～７月は道の駅とわだ「とわだぴあ」で開催していましたが、
中心市街地の賑わい創出のため、８月からは市民交流プラザ「ト
ワーレ」に場所を移して実施しています。来場者もこれまでの累計
で３千人を超え、賑わいが増え始めています。
　毎回約10店舗が出店し、それぞれ情熱あふれるこだわりの野菜や
安定感抜群の高品質な野菜、加工品、郷土料理など十和田市産食材
をたくさんそろえています。今年度は11月までの開催で、次回が最
後の開催となります。皆さんのご来場をお待ちしています。

とき　11月27日㈰　午前9時～午後１時（悪天候時は中止）
ところ　市民交流プラザ「トワーレ」
　　　※マルシェへの来場者は駐車場無料

十和田
ふぁみりーず
も勢ぞろい

市民交流プラザ「トワーレ」で開催中



あ
な
た
の
街
の

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
事
柄
を
取
り

上
げ
、
法
律
の
面
か
ら
弁
護
士
が
解
説
し

ま
す
。
今
回
は
「
空
き
家
問
題
」
に
つ
い

て
で
す
。

　

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
☎
51
６
７
７
７

法法
律律
相相
談談

～第28回～

Ａ
）
総
務
省
の
統
計
に
よ
る
と
平
成
25
年

10
月
時
点
で
全
国
に
８
２
０
万
戸
の
空
き

家
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

３
１
８
万
戸
は
管
理
が
行
な
わ
れ
ず
放
置

さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
ま
す
。
空
き
家
は

今
後
、
高
齢
化
の
影
響
な
ど
で
さ
ら
に
増

え
て
い
く
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

空
き
家
が
増
え
る
と
、
老
朽
化
に
よ
る

倒
壊
の
危
険
、
景
観
や
衛
生
面
、
治
安
の

悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

Ｑ
）
最
近
、
私
の
家
の
周
囲
に
空
き
家
が

増
え
て
き
ま
し
た
。

Ｑ
）
前
に
住
ん
で
い
た
人
が
出
て
行
っ
た

ま
ま
帰
っ
て
く
る
こ
と
も
な
く
、
放
置
さ

れ
て
い
る
家
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

Ａ
）
ま
ず
、
所
有
者
が
誰
か
を
調
べ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
家
は
所
有
者
の
財
産
で

あ
り
、
ま
た
、
所
有
者
に
は
家
を
適
切
に

管
理
す
る
責
任
が
あ
る
か
ら
で
す
。
ど
う

し
て
も
所
有
者
に
よ
る
管
理
が
で
き
な
け

れ
ば
、
利
害
関
係
人
の
請
求
に
よ
り
、
家

庭
裁
判
所
に
不
在
者
財
産
管
理
人
の
選
任

を
申
立
て
て
管
理
人
に
管
理
を
委
ね
る
方

法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ａ
）
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
利
害
関
係

人
の
請
求
に
よ
り
、
家
庭
裁
判
所
に
相
続

財
産
管
理
人
の
選
任
を
申
立
て
て
管
理
人

に
管
理
を
委
ね
る
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

申
立
て
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

三沢市

▼とき　12月３日㈯ 
　　　　午前11時～午後７時

▼ところ　道の駅みさわ斗南藩記念
　　　　　観光村
問三沢市先人記念館☎593009

～上十三・十和田湖広域定住自立圏情報～
みんな

で

出かけ
よう

　上十三・十和田湖広域定住自
立圏圏域のイベント情報をお届
けします♪

出出出かけ出

Ｑ
）
例
え
ば
1
人
暮
ら
し
の
方
が
亡
く

な
っ
て
、
そ
の
方
に
相
続
人
が
い
な
い
た

め
に
自
宅
が
空
き
家
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
管
理
す

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

（
文
責
・
弁
護
士　

橋
本　

明
広
）

弁
護
士
法
人
青
空
と
大
地
☎
㉑
５
１
６
２

Ｑ
）
行
政
に
よ
る
対
応
は
可
能
な
の
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
）
平
成
27
年
に
空
家
対
策
特
別
措
置
法

が
施
行
さ
れ
、
市
町
村
長
に
調
査
お
よ
び

立
入
り
の
権
限
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
「
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
倒
壊
等

著
し
く
保
安
上
危
険
と
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
状
態
」
な
ど
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
所
有

者
等
に
対
し
、
指
導
・
助
言
、
勧
告
、
命

令
、
行
政
代
執
行
と
い
っ
た
措
置
が
と
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

となみウィンター・ファンタジー
　花火打ち上げ、ステージショー、
三沢冬の味覚販売、大抽選会など
盛り沢山！イルミネーション点灯
期間は12月25日までです。

ど
の
よ
う
な
管
理
が
必
要
か
、
申
立
て
や

管
理
に
ど
の
く
ら
い
の
費
用
が
か
か
る
の

か
、
最
終
的
に
ど
の
よ
う
な
形
で
処
分
し

て
も
ら
う
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

七戸町
七戸南公民館設立70周年
記念式典・演奏会

　記念式典と全国で活躍するマリ
ンバ奏者・新谷祥子さんの演奏会。

▼とき　11月27日㈰ 
　　　　演奏会　午後２時
　　　　（式典　午後１時）　

▼ところ　七戸町農村環境改善セン
　　　　　ター「柏葉館」
問七戸南公民館☎622118

横浜町
2016横浜なまこフェア

▼ところ　道の駅よこはま菜の花プ
　　　　　ラザ、トラベルプラ　
　　　　　 ザ・サンシャイン
問菜の花プラザ☎0175786687
　サンシャイン☎0175782080
　横浜町役場産業振興課
　☎0175782111

　全国初の地域団体商標登録の横
浜なまこ。開催中は、なまこ料理
を提供します。

▼とき　12月１日㈭～18日㈰ 

六ヶ所村
ふるさと新鮮朝市

　とれたて野菜や新鮮な海産物、それ
らを使った加工品などを販売します。

▼とき　11月12日㈯午前７時～
　　　　11月26日㈯午前８時～

▼ところ　泊地区イベント広場（12日）
　尾鮫地区スワニーイベント広場（26日）
問六ヶ所村商工会☎0175722331
第33回ろっかしょ産業まつり

　六ヶ所村の海、山の幸が一堂にそろ
う産業まつりです。サケのつかみどり、
小川原湖牛のバーベキューなど多彩な
イベントを開催します。

▼とき　11月5日㈯、６日㈰
▼ところ　尾鮫漁港特設会場

問六ヶ所村商工観光課☎0175722111
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ホットな一句

奈
生
美

温
か
い

居
場
所
で
心

和
む
幸さ
ち

子
ど
も
の
笑
顔
が
輝
く
ま
ち
へ

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
よ
う

15 広報　　　　　　　　2016年（平成28年）11月号

編集　十和田市男女共同参画市民情報誌ゆっパル編集
　　　委員　木村奈生美、中野渡明美、深谷淳子
イラスト　中野渡明美
発行　総務課広報男女参画係☎51６７０２

★編集後記

　思春期の子どもに冷たくされると寂しい気持ちに ･･･。
でも、めげずに笑顔になりそうなご飯を作る毎日です。

（Ｎ）
　自分が子育てしていた頃を思い出した。子どもたちを
守っていけていたのか。70歳を前にして反省､後悔!!（Ｆ）

　ゼロからの柱づくりに苦心を乗り越え、「ハピたの」
を今日まで継続しているのは素晴らしいです。私には
できないなぁ～。 （Ｋ）

2016年（平成28年）11月号　広報 14

み
ん
な
で
男
女
共
同
参
画
の
輪
を
広
げ
よ
う　

男
女
共
同
参
画
市
民
情
報
誌
ゆ
っ
パ
ル
第
32
号

十和田市男女共同参画市民
情報誌ゆっパル編集委員に
よるコーナーです

「
ゆ
っ
パ
ル
」
の
由
来

　

こ
の
地
方
の
方
言
で
〝
結
ぶ
〞

と
い
う
意
味
の
「
ゆ
っ
ぱ
る
」
と
、

英
語
で
〝
仲
間
・
友
だ
ち
〞
と
い

う
意
味
の
「
パ
ル
」
か
ら
で
き
て
い

ま
す
。
『
一
人
ひ
と
り
の
思
い
が
結

び
つ
い
て
仲
間
を
つ
く
る
』
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ホットな一句

奈
生
美

「さんかく日和」その８
Akemi.N

Ｑ　

法
人
立
ち
上
げ
の
経
緯
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

「
ハ
ピ
た
の
」
の
前
身
「
十
和
田
お
や

こ
劇
場
」
は
、
親
子
で
生
の
舞
台
や
人
形

劇
な
ど
の
観
賞
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
体
験

し
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
よ
う
と
い
う

任
意
団
体
で
し
た
。
そ
こ
は
、
お
母
さ
ん

た
ち
が
相
談
し
た
り
愚
痴
を
話
し
た
り
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で
し
た
。
そ
の
中

で
活
動
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
自
分
の
子

ど
も
ば
か
り
で
は
な
く
、
地
域
の
子
ど
も

を
ち
ゃ
ん
と
育
て
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

当
初
千
人
い
た
会
員
は
時
代
の
流
れ
で

だ
ん
だ
ん
と
減
り
、
存
続
の
危
機
が
何
度

も
訪
れ
、
「
ハ
ピ
た
の
」
の
法
人
化
に
至

り
ま
し
た
。
お
や
こ
劇
場
の
ス
タ
ッ
フ
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
今
も
協
力
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
子
育
て
支
援
事
業
な
ど
４

つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
と
き
に
大

事
に
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

「
待
つ
」
「
子
ど
も
の
話
を
と
こ
と
ん

聞
く
」
「
子
ど
も
の
気
持
ち
を
受
け
止
め

る
」
「
子
ど
も
の
本
音
を
聞
く
」
「
子
ど

も
に
も
自
分
に
も
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
な

い
」
「
子
ど
も
た
ち
と
信
頼
関
係
を
つ
く

る
」
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
「
あ
そ

ぶ
」
と
い
う
関
わ
り
を
通
し
て
、
自
分
の

「
存
在
」
を
確
認
し
な
が
ら
、
人
と
関
わ

る
こ
と
を
力
に
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

カ
フ
ェ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？

　

カ
フ
ェ
は
単
な
る
「
場
」
の
提
供
だ
け

に
留
ま
ら
ず
、
「
食
」
「
あ
そ
び
」
「
情

報
交
換
」
「
子
育
て
」
を
通
じ
て
、
ハ
ピ

た
の
な
ら
で
は
の
新
し
い
子
育
て
環
境
づ

く
り
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
マ
マ
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
観
光
客
、
中
高
生
な
ど

が
気
軽
に
利
用
し
て
い
て
、
高
校
生
は
試

験
勉
強
に
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
市
の
旬
な
野
菜
や
特

産
物
を
使
い
、
ラ
ン
チ
や
夜
の
会
食
、
お

弁
当
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
Ｑ　

事
業
の
中
の
「
お
医
者
さ
ん
と
話
そ

う
」
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

き
っ
か
け
は
２
０
１
２
年
、
中
央
病
院

ド
ク
タ
ー
の
吉
村
純す

み
ひ
こ彦
先
生
や
畑
中
光
昭

先
生
の
「
短
命
県
返
上
・
健
診
率
ア
ッ
プ

の
た
め
に
地
域
の
人
と
話
が
し
た
い
」
と

い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。

　

「
高
血
圧
」
や
「
認
知
症
」
な
ど
テ
ー

マ
を
ド
ク
タ
ー
が
決
め
専
門
的
な
医
療
の

話
を
し
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
や
中
央
病
院
の

管
理
栄
養
士
が
テ
ー
マ
に
あ
っ
た
レ
シ
ピ

を
考
え
て
、
私
た
ち
が
そ
の
軽
食
を
出
し

ま
す
。
参
加
料
は
５
０
０
円
。
み
ん
な
で

食
べ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
す
。
今
で
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
介
護
福
祉
士
な
ど
つ
な
が

り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
30

回
の
軽
食
レ
シ
ピ
が
今
年
７
月
に
、
「
食

べ
る
処
方
箋
」

と
い
う
本
に
な

り
ま
し
た
。

Ｑ　

続
け
て
い
て
う
れ
し
い
こ
と
は
？

　

た
く
さ
ん
の
地
域
の
人
と
の
出
会
い
や

つ
な
が
り
が
こ
ん
な
に
広
が
る
の
か
と
感

動
し
ま
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
の
一
番
の
財

産
で
す
。
学
童
保
育
の
子
が
成
長
し
て
カ

フ
ェ
に
遊
び
に
来
て
く
れ
る
こ
と
、
「
お

医
者
さ
ん
と
話
そ
う
」
で
は
出
会
い
を
楽

し
み
に
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ
る
こ

と
、
カ
フ
ェ
で
は
農
家
さ
ん
が
応
援
し
て

く
れ
る
こ
と
な
ど
が
う
れ
し
い
で
す
。

Ｑ　

「
ハ
ピ
た
の
」
の
願
い
と
は
？　

　

「
力
は
己
の
中
に
あ
り
」
子
ど
も
た
ち

一
人
一
人
に
は
必
ず
力
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
し

て
、
輝
く
笑
顔
で
未
来
に
向
か
い
、
夢
や

希
望
を
持
ち
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
っ

て
生
き
抜
い
て
い
け
る
よ
う
に
願
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ　

輝
い
て
働
く
女
性
・
中
沢
さ
ん
に

と
っ
て
「
ハ
ピ
た
の
」
と
は
？

　

生
き
る
と
い
う
こ
と
を
一
生
懸
命
に
さ

せ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

出
会
い
を
通
し
て
感
動
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

「
ハ
ピ
た
の
」
は
、
地
域
の
人
が
気
軽

に
集
い
、
子
ど
も
た
ち
が
帰
っ
て
来
ら
れ

る
変
わ
ら
な
い
場
所
で
あ
り
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
「
ハ
ピ
た
の
」
は
み
ん

な
の
も
の
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　

ち
ょ
っ
と
昔
、
家
に
は
祖
父
母
が
居
て
、

近
所
の
お
じ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
ち
ゃ
ん
も
、

子
ど
も
の
異
変
に
気
付
け
ば
声
を
掛
け
て

く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
核
家
族
化
が
進

み
、
近
所
と
の
関
係
も
希
薄
と
な
り
つ
つ

あ
る
今
、
保
護
者
と
学
校
以
外
で
子
ど
も

の
異
変
に
誰
が
気
付
い
て
あ
げ
ら
れ
る
の

だ
ろ
う
か
、
ま
た
、
家
庭
や
学
校
で
辛
い

こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、
子
ど
も
た
ち
の
行

き
場
所
は
ど
こ
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
ま
す
。

　

「
ハ
ピ
た
の
」
は
子
ど
も
た
ち
を
両
手

を
広
げ
て
迎
え
入
れ
て
く
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
周
り
の
大
人
た
ち
に
「
地
域
で
子
ど

も
を
育
て
て
い
こ
う
、
守
っ
て
い
こ
う
」

と
呼
び
掛
け
ま
す
。

　

い
つ
の
時
代
も
、
子
ど
も
を
育
て
守
る

の
は
大
人
の
責
務
。
子
ど
も
の
輝
く
笑
顔

は
未
来
を
つ
く
る
原
動
力
で
す
。

▲540円（税込み）

子どものあそび場商店街
「忍者修行道場」より

今号は、地域で子どもを育てる「㈵十和田ＮＰＯ子どもセンター・ハピたの」の取り組み
について、中沢代表にお話を伺いました。

所在地　稲生町 16-43
設立　平成 17年６月　㈵十和田ＮＰＯ子どもセンター・ハピたの
　　　平成 18年４月　北園小学校学童保育指定管理者
　　　平成 22年７月　コミュニティカフェ「ハピたのかふぇ」開設
事業　・子育て支援事業（学童保育）
　　　・コミュニティカフェ事業（「ハピたのかふぇ」運営）
　　　・ネットワーク事業（おはなしはらぺこ隊、わくわく連隊あそぶンジャーなど）
　　　・あそび環境事業（子どものあそび場商店街、あおぞら児童館ハピたのくらぶ）
スタッフ　代表理事　　中沢洋子さん（左下写真中央）
　　　　　副代表　　　藤谷みのりさん（同右）
　　　　　専任理事　　中野渡典子さん（同左）

㈵十和田ＮＰＯ子どもセンター・ ハピたの　代表理事　中沢洋子
Interview

▲１階がカフェ、２階が事務所です▲大宮エリーさんと子どもたちの作品の前で

最
近

た
く
や
が
俺
と

し
ゃ
べ
っ
て
く

れ
な
い
ん
だ
よ

「
学
校
ど
う
だ
？
」

と
か
「
部
活
ど
う

だ
？
」
と
か
聞
い
て

る
ん
で
し
ょ
？

ね
ぇ
、

あ
の
バ
ン
ド
、

映
画
の
主
題
歌

や
る
よ
ね
ェ
！

そ
う
！

マ
ジ

絶
対

観
た
い
！

 

オ
ッ
ケ
ー
！

テ
ス
ト
終
わ
っ
た

 

ら
観
に
行
こ
う

我
が
子
に
も
っ
と

関
心
持
た
な
き
ゃ
ね

 

は
ー
い
、

教
え
て
ち
ょ
ー

  

だ
い･･･
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　市民文化センターで「第 12 回十和田市すこやか長寿
を祝う会」が行われ、約千人の市民が参加しました。 
　大会では、90 歳に達した長寿者 243 人、88 歳に達し
た長寿者 320 人と健康長寿活動の功績が顕著だった 1個
人４団体、老人クラブ功労者 24 人に対し、顕彰状など
が贈呈されました。式典後のアトラクションでは、園児
らの元気なダンス、市老人クラブの皆さんによる踊りな
どが披露され、会場を盛り上げました。

みんなで支える長寿の喜び

すこやか長寿を祝う会
９
28

　姉妹都市の土佐町から姉妹都市交流 30周年を記念し
て贈られたあじさいを、約 20人の市民が「大きく立派
に育ちますように」と願いを込めて、奥入瀬ろまんパー
クなどに植栽しました。
　あじさいは、平成 26年度から 28年度までの３カ年事
業として毎年 100 本ずつ贈られ、最終年度の今年は、奥
入瀬ろまんパーク前の国道102号沿いにも植栽しました。
植栽したあじさいは、夏にきれいな花を咲かせています。

高知県土佐町との姉妹都市交流を記念して

土佐町の町の花「あじさい」を植栽

奥入瀬ろまんパークで足を止めて、大町桂
月に思いをはせてみてはいかがでしょう

９
28

　現代美術館で、企画展「On the Beach　ヨーガン レー
ル　海からのメッセージ」が始まりました。ヨーガン レー
ル（1944-2014）は、テキスタイルデザイナーとして活躍
し、70年代初頭に日本に移住。農園と住まいを沖縄、石
垣島につくったヨーガンは、際限なく海辺に打ち寄せる
ゴミに悲しみと憤りを感じ、自分で拾い集めたプラスチッ
クゴミをまた使えるものにしようとランプなどをつくり
ました。企画展ではその照明作品などを展示しています。

海洋投棄されたゴミがランプとなり照らす光

「ヨーガン レール展」始まる

会期は来年２月５日まで。会期中はスペシャルトーク
などさまざまなイベントが行われます

　第 21 回とわだ駒街道マラソン大会が市陸上競技場発
着で行われ、全国から集まった 1,834 人の市民ランナー
が、“日本の道百選・官庁街通り”などを力走しました。
ランナーを代表し、大久保愛子さん（７歳）が「元気よく、
楽しく、最後まで走り抜くことを誓います」と選手宣誓
した後、選手は２ｋｍ、３ｋｍ、５ｋｍ、10 ｋｍ、ハー
フコースの各コースをスタートの合図とともに思い思い
のペースで駆け抜け、爽やかな汗を流しました。

風を切って、駆け抜ける

とわだ駒街道マラソン大会

合図とともに勢いよくスタートしたハーフマラソン

10
８

　十和田工業高校（濵
はまなか

中瑞
みつひろ

洋校長）では、電子機械
科の生徒 13 人が講師となりました。16 人の小学生
は、パソコンを使ってデザインを作成した後、レー
ザー彫刻機で絵や文字を彫刻。七色に光る発光ダイ
オード（ＬＥＤ）を組み込んだフォトパネルを作製
しました。大久保拓

た く み

海くん（南小５年）は「パソコ
ンのデザインは難しかったけど、フォトパネルがち
ゃんと光ってうれしいです」と話していました。

レーザー彫刻で光るフォトパネルをつくろう

十和田工業高校
９
３

　三本木高校（長
ちょうじゃくぼ

者久保雅仁校長）では、サイエンス
コースの生徒 10人が講師となりました。23人の小学
生は、白い紙に透明な液を筆に着けて書くと字が浮き
出て、スプレーを吹きかけると消える「化学でお絵か
き」や、振動で発電する「カチャカチャ発電」工作を
しました。峯田駿哉くん（東小６年）は、「字が浮き
出て紫色になるのは不思議」と首をかしげましたが、
高校生から答えを聞いて納得した様子でした。

科学体験を楽しもう

三本木高校
９
17

　三本木農業高校（瀧
たきぐち

口孝之校長）では、動物科学
科の生徒９人が講師となり、19人の小学生と一緒に、
同校のリンゴ畑から児童がもぎ取ったリンゴのほか、
収穫されたタマネギ、ニンジンをすりおろし、調味
料と煮詰めて、焼肉のタレを作りました。内

ないじょう

城七
な つ み

海
さん（三本木小５年）は「リンゴの皮をむくのが難
しかったです。手づくりのタレは手間がかかるけど
甘くておいしかったです」と満足した様子でした。

焼肉のタレをつくってみよう

三本木農業高校
10
８

　十和田西高校（對
つ し ま

馬祐
まさゆき

之校長）では、観光科の生
徒８人が講師となり、16人の小学生に奥入瀬渓流の
魅力を伝えました。参加者は、バスで石ヶ戸に向か
い、４つの班に分かれて、雲井の滝までの約2.7㎞を
高校生のガイドとともに歩きました。関川優

ゆ う か

花さん
（法奥小６年）は「植物の種類など分かりやすく説明
してくれて、新しいことをたくさん知りました」と
爽やかな表情で話していました。

奥入瀬渓流の魅力を発見しよう

十和田西高校
10
15

　地域の高校の特色を生かしたプログラムを通して、その専門性に触れながら、将来の夢を考えるきっかけづ
くりを行い、子どもの知的探究心を育むことが目的です。

市内のイベントを随時発信！
十和田市ブログ駒の里 検索

ＩＩＰＩＩＰＰ
Ｕ
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choolchool フェスティバルフェスティバル
～小学生のための体験教室！高校生が楽しく、分かりやすく教えてくれます～

健康と長寿を祝って、元気よく万歳三唱しました



11月の健康カレンダー

 問健康増進課健康管理係☎516790◉献血のお知らせ
実施予定日 時　間 場　所

10日㈭ 10：00～11：00 ㈱福萬組 
13：00～17：00 北里大学学生ホール前

◉各種相談
内容・対象 受付時間 ところ・問い合わせ

◆こころの相談
心の悩み、不眠、飲酒など気
がかりのある人、家族

12日７日㈬
14：00～15：00
※12月5日㈪まで要予約

保健センター
問健康増進課
☎516791◆栄養相談

市内在住の人

14日㈪
９：30～・13：15～
※10日㈭まで要予約

◆もの忘れ相談
もの忘れや認知症の不安があ
る 65歳以上の人、家族

16日㈬
14：00～15：30
※11日㈮まで要予約

市役所新館３階会議室Ｃ
問高齢介護課
☎516720

◆療育相談
首すわり・おすわり、歩き始
めが遅い気がするなど、発育
や発達について心配のあるお
子さんの家族

30日㈬※要予約
▶継続の人
９：30～10：30
新規の人
▶10：30～11：00

上十三保健所
問☎㉓4261

◆Ｂ型・Ｃ型肝炎検査
一般の人

8日㈫・15日㈫
13：00～13：30
※要予約

◆精神保健福祉相談
心の悩みや病気に関する相談
を希望する人

16日㈬
13：00～14：00
※要予約

◆女性健康相談
思春期や不妊、更年期障害な
どにお悩みの人

17日㈭
10：00～10：30

◆エイズに関する相談
一般の人

8日㈫・15日㈫
13：00～14：30
※要予約

上十三保健所エイズ専用
問☎㉓8450

◉乳幼児健診・母子健康相談
▶問診票・母子健康手帳を持参してください。

内容 受付時間 ところ・問い合わせ
◆４か月児健診
健診日までに満４か月に達す
る乳児

15日㈫
12：00～12：45
※バスタオル持参

保健センター
問健康増進課
☎516792

◆１歳６か月児健診
平成 27 年５月生まれの幼児

16日㈬※歯ブラシ持参
12：00～12：45

◆２歳児発達健診
平成 26 年５月生まれの幼児

17日㈭※歯ブラシ持参
12：00～12：45

◆３歳児健診
平成 25 年５月生まれの幼児

29日㈫※歯ブラシ持参
12：00～12：45

◆パパ・ママ教室
妊婦とその家族（夫・赤ちゃ
んの祖父母）

30日㈬
12：30～13：00
※24日㈭まで要予約

◆子どものこころの相談
小・中・高校生とその家族

10日㈭14：00～
※４日㈮まで要予約

※２歳児発達健診は２歳６か月児が対象です。問診票は１歳６か月児健
　診時に、母子健康手帳に挟めて配布しています。
※３歳児健診は３歳６か月児が対象です。
※発熱や感染症治療中のときは、翌月以降に受診してください。
※保健センター駐車場が満車の場合は、近隣の有料駐車場をご利用くだ
　さい。
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歯周疾患検診のお知らせ

　歯を喪失する一大原因である歯周病の早期発見を
図り、市民の健康保持増進を推進するため、歯周疾
患検診を実施します。対象者へは予診票を10月上旬
に発送しています。検診を希望する人は、期間内に
検診してください。
対象　年度内に40、50、60、70歳に達する人
実施期間　平成29年3月31日まで
費用　無料（歯周疾患検診結果に基づく精密検査お
　　　よび治療などは本人負担）
検査内容　問診、歯周組織検査
持ち物　保険証、受診票、健康手帳、お薬手帳
実施場所　市内指定医療機関

問市保健センター☎516790・6791

問健康増進課母子保健係☎516792

　「オレンジリボン運動」は、子ども虐待防止のシ
ンボルマークとして、オレンジリボンを広めること
で、子どもの虐待をなくすことを呼びかける市民運
動です。皆さんの地域の保健協力員は、子育て中の
親子の見守りや、地域の身近な相談相手として活動
しながら、オレンジリボン運動を推進しています。
　11月は「児童虐待防止月間」です。虐待のない子
育てに優しい社会を目指し、市民一人一人に何がで
きるか、この機会に考えてみましょう。

保健協力員！オレンジリボン運動推進中保健協力員　オレンジリボン運動推進中

健康都市宣言推進講演会 

　楽しく学習しながら、健康づくりに取り組みま
しょう。「健康とわだポイントラリーPART3」対
象事業で、参加無料です（駐車場有料）。
とき　11月18日㈮　午後1時30分（開場午後１時）
ところ　市民文化センター
内容　①講演「ドクターらく朝の健康ばなし」
　　　　講師　立川らく朝氏（落語家・医学博士）
　　　②市民による健康づくり体験談発表
申込期限　11月15日㈫（定員300人先着順）

問健康増進課健康づくり推進係☎516791

健康とわだポイントラリーPART3実施中

　各種健康診査の受診や健康講座などへの参加で30
ポイント集めた人は、参加賞がもらえます。ポイン
トカードは市保健センターで配布中。
★30ポイントでいずれか１つがもらえます。
①市内運動施設体験無料券1回分（今年度から加わ
　りました）
▷ウィング十和田店、カーブス十和田穂並店、十和
田フィットネススポーツクラブ、メディカル
フィットネスよつばの４カ所の中から１カ所選択
②「市総合体育センター」ウォーキングコースの無
　料利用券２回分
③焼山「市民の家」の無料入浴券２回分
★さらに、60ポイントで500円分のQUOカードが
　もらえます。

問健康増進課健康づくり推進係☎516791



　

今
、
三
本
木
中
の
駅
伝
部
が
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
男
子
駅
伝
部
は
、
陸
上
部

と
サ
ッ
カ
ー
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
の
選
抜

メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
ス
ペ
シ
ャ
ル

チ
ー
ム
で
、
９
月
に
東
北
町
で
行
わ
れ
た

中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
県
予
選
会
に
出
場

し
優
勝
。
東
北
大
会
と
全
国
大
会
の
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
女
子
駅
伝
部
は
、

陸
上
部
で
構
成
さ
れ
た
１
・
２
年
の
み
の

チ
ー
ム
で
同
大
会
で
準
優
勝
し
、
昨
年
に

引
き
続
き
２
回
目
の
東
北
大
会
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。
そ
の
女
子
駅
伝
部
を

引
っ
張
っ
て
い
る
の
が
、
主
将
の
沢
橋
優

花
さ
ん
で
す
。

　

沢
橋
さ
ん
は
、
陸
上
競
技
を
本
格
的
に

初
め
て
１
年
余
り
で
す
が
、
今
年
の
県
民

駅
伝
競
走
大
会
に
も
出
場
。
５
区
を
走
り

区
間
３
位
の
記
録
を
出
し
ま
し
た
が
「
目

標
の
タ
イ
ム
を
出
せ
な
か
っ
た
」
と
悔
し

さ
を
に
じ
ま
せ
ま
す
。

　

レ
ー
ス
当
日
は
、
決
ま
っ
た
時
間
に
ご

飯
を
食
べ
、
い
つ
も
ど
お
り
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
す
る
ル
ー
テ
ィ
ン
を
大
事
に
し

て
い
る
沢
橋
さ
ん
。
「
自
分
が
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
た
レ
ー
ス
に
な
る
よ
う
に
、
相
手

が
ど
う
走
っ
て
も
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
走
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
彼
女
か
ら
は
勝
利
へ

の
強
い
意
気
込
み
を
感
じ
ま
す
。

　

東
北
大
会
で
は
、
「
ま
ず
は
チ
ー
ム
と

し
て
み
ん
な
を
ま
と
め
て
優
勝
に
導
く
こ

と
、
そ
し
て
、
来
年
は
全
国
大
会
に
行
く

こ
と
が
目
標
な
の
で
、
そ
れ
に
向
け
た
課

とわだびと

★★
★

－ 第51回 －

沢
さ わ は し

橋 優
ゆ う か

花 さん

題
を
見
つ
け
て
１
年
か
け
て
改
善
し
て
い

き
た
い
」
と
主
将
と
し
て
先
を
見
据
え
た

抱
負
を
語
り
ま
す
。

　

監
督
の
栩と

ち
な
い内
一か

ず
ま
さ将
教
諭
は
「
彼
女
は
、

距
離
が
長
く
な
れ
ば
長
く
な
る
ほ
ど
自
分

の
持
ち
味
を
発
揮
す
る
タ
イ
プ
。
走
る
こ

と
に
限
ら
ず
身
体
能
力
が
高
い
の
で
、
バ

ラ
ン
ス
の
い
い
選
手
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
女
子
駅
伝
部
は
１
・
２
年
だ
け
の

チ
ー
ム
で
こ
こ
ま
で
の
結
果
を
出
し
て
い

て
、
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
が
揃
っ

て
い
る
の
で
、
来
年
が
楽
し
み
で
す
」
と

沢
橋
さ
ん
ら
の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　

沢
橋
さ
ん
は
、
自
他
と
も
に
認
め
る　

〝
負
け
ず
嫌
い
〞
。
「
負
け
ず
嫌
い
は
、

個
人
レ
ー
ス
で
は
得
だ
け
ど
、
チ
ー
ム
を

ま
と
め
る
と
な
る
と
ち
ょ
っ
と
邪
魔
に
な

る
時
も
あ
る
」
と
苦
笑
し
ま
す
が
、
負
け

ず
嫌
い
の
性
格
が
彼
女
の
成
長
を
後
押
し

し
て
き
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。　

　

「
夢
は
、
マ
ラ
ソ
ン
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
て
、
日
本
記
録
を
出
す
こ
と
」

　

沢
橋
さ
ん
は
、
夢
に
向
か
う
将
来
の
自

分
へ
確
実
に
た
す
き
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

夢に向かって
“たすき”をつなぐ
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三本木中女子駅伝部　主将

　南小学校では野球部に所属。今でも休日には父親と
キャッチボールをしている。三本木中学校（伊藤宏校
長）入学後、ソフトボール部に入部したが、素質を見
込まれ昨年10月に陸上部転部。以来めきめきと実力を
発揮し、現在、臨時に創設された女子駅伝部の主将と
して部員を引っ張っている。

PROFILE 



☎㉓ 5111
FAX㉒ 5100

問…問い合わせ先
…申し込み先
※費用の記載がない
　ものは無料です。

土・日曜日および祝日は閉庁

❖お知らせの表記

市役所代表
土
木
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

■
協
働
の
力
で
快
適
な
冬
道
を
！

市
で
は
、
市
民
・
除
雪
業
者
と
の
協
働

に
よ
る
除
雪
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
、
協
力
で
き
る
こ
と
を
お

願
い
し
ま
す
。
共
に
力
を
合
わ
せ
て
、
快

適
な
冬
道
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い

◀

道
路
へ
の
雪
出
し
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◀

路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◀

屋
根
雪
が
道
路
に
落
ち
な
い
よ
う
、

　

対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◀

除
雪
後
の
間
口
寄
せ
雪
の
片
付
け
は

　

各
家
庭
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

◀

除
雪
作
業
中
の
車
輌

　

に
は
絶
対
近
寄
ら
な

　

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

　

う
。

■
ま
ご
こ
ろ
除
雪
事
業

　

市
で
は
、
除
雪
が
困
難
な
世
帯
に
対

し
、
除
雪
を
支
援
し
ま
す
。

対
象　

高
齢
者
、
身
体
障
害
者
お
よ
び
児

　

童
の
み
で
構
成
さ
れ
、
自
ら
の
家
の
敷

　

地
を
自
ら
が
除
雪
す
る
こ
と
が
困
難
な

　

非
課
税
世
帯

実
施
内
容　

間
口
か
ら
玄
関
先
ま
で
の
簡

　

易
な
除
雪

申
し
込
み
方
法　

申
し
込
み
先
に
備
え
付

　

け
の
利
用
申
請
書
に
記
入
の
上
、
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。
昨
年
度
対
象
と
な
っ

　

た
人
へ
は
利
用
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

申
し
込
み
先　

土
木
課
、
高
齢
介
護
課
、

　

十
和
田
湖
支
所
、
十
和
田
市
社
会
福
祉

　

協
議
会

問
土
木
課
維
持
係
☎
51
６
７
３
０

「
立
地
適
正
化
計
画
」
に
関
す
る
「
市
民

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
す

　

市
で
は
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で
も
住

み
や
す
い
・
住
み
続
け
ら
れ
る
「
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め

の
「
立
地
適
正
化
計
画
」
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

計
画
に
関
す
る
制
度
の
概
要
や
目
的
な

ど
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
市
の

ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
「
市
民
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
事
前

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

　

11
月
15
日
㈫
・
市
役
所
新
館
５
階
会
議
室

「
ご
み
処
理
基
本
計
画
の
素
案
」
に
対
す

る
意
見
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

を
実
施
し
ま
す

　

十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合
で
は
、
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
き
、
構
成
市
町
村
区
域
内
の
ご
み
処

理
に
関
す
る
次
期
計
画
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。
計
画
の
素
案
に
対
す
る
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

素
案
閲
覧
・
意
見
書
様
式
の
入
手
方
法

　

十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合
業
務
課
に

　

備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
同
組
合
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　

ま
す
。

募
集
期
間　

11
月
４
日
㈮
〜
12
月
５
日
㈪

　
（
必
着
）

提
出
方
法　

持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

　

ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。

問
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合
業
務
課

　

☎
㉘
２
６
５
４

　

11
月
16
日
㈬
・
東
公
民
館

　

11
月
17
日
㈭
・
南
公
民
館

※
い
ず
れ
も
午
後
６
時
〜

対
象　

市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
し
て

　

い
る
人

問
都
市
整
備
建
築
課
☎
51
６
７
３
５

20120166年（平成年（平成2828年）年）1111月号　広報月号　広報 2020

対象地区 回収日程
一本木沢、一本木沢一・二丁目、ひがしの一・二丁目、元
町西一～六丁目、元町東一～五丁目、上平、下平（稲生団
地除く）、北平、千歳森、七郷、南平、長根尻、後野、井戸頭、
北斗、藤高

11月７日㈪
〜
９日㈬

稲生町、東一～三番町、東十一～十三番町、東二十一～
二十四番町、西一～三番町、西十一～十三番町、西二十一
～二十三番町、里ノ沢、牛泊、しらかば団地、八郷、本金崎、
西金崎、稲生団地

11月14日㈪
〜

17日㈭

穂並町、東四～六番町、東十四～十六番町、西四～六番町、
西十四～十六番町、並木西、西小稲、日の出町、朝日ヶ丘、
一本木、白上中通り、小林

11月21日㈪
11月22日㈫
11月24日㈭

秋期側溝清掃　土砂・汚泥回収 問まちづくり支援課☎51 6726

※側溝から回収された土砂は、災害用土の
うなどに再利用します。空き缶、空きビ
ン、紙、プラスチック類のごみは可能な
限り除去し、落葉と土砂はより分けてく
ださい。
※収集車は各通りを一度だけ回収します。
　泥上げは回収日初日の前日までに終わら
　せてください。
※国道・県道の清掃を実施する町内会は、
　国・県に回収を依頼しますので、まちづ
　くり支援課へ事前に連絡してください。



給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は
ｅエ
ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

平
成
29
年
１
月
か
ら
、
国
と
地
方
に
そ

れ
ぞ
れ
提
出
義
務
の
あ
る
源
泉
徴
収
票
・

給
与
支
払
報
告
書
の
電
子
デ
ー
タ
に
よ
る

提
出
の
一
元
化
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
活
用
し

て
、
自
宅
や
事
務
所
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
給

与
支
払
報
告
書
と
源
泉
徴
収
票
の
統
一
様

式
に
入
力
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
、
給
与

支
払
報
告
書
と
源
泉
徴
収
票
の
そ
れ
ぞ
れ

の
デ
ー
タ
が
作
成
さ
れ
、
給
与
支
払
報
告

書
の
デ
ー
タ
を
市
区
町
村
に
、
源
泉
徴
収

票
の
デ
ー
タ
を
国
税
庁
に
、
届
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
利
用
可
能
な
手
続
き
一
覧

①
電
子
申
告

　

法
人
都
道
府
県
民
税
、
法
人
事
業
税
、

　

地
方
法
人
特
別
税
、法
人
市
町
村
民
税
、

　

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）、
個
人
住

　

民
税
（
給
与
支
払
報
告
書
等
や
特
別
徴

　

収
関
連
手
続
き
）、
事
業
所
税

②
電
子
申
請
・
届
出

　

給
与
支
払
報
告
書
や
源
泉
徴
収
票
の
届

　

出
、
法
人
設
立
届
出
や
異
動
届
出
な
ど

③
電
子
納
税

　

電
子
申
告
に
係
る
納
付
手
続
き
（
固
定

　

資
産
税
（
償
却
資
産
）
を
除
く
）

※
詳
し
く
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ホ
ー
ム　

　

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.eltax.jp/

）

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
給
与
支
払
報
告
書
に
つ
い
て

　

税
務
課　

☎
51
６
７
６
７　

　

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
つ
い
て

　

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

☎
０
５
７
０
・
０
８
１
４
５
９

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
で

す 

　

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業

主
は
労
働
保
険
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
（
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
く
）。

　

労
働
保
険
の
成
立
手
続
き
が
お
済
み
で

な
い
事
業
主
の
人
は
、
今
す
ぐ
加
入
手
続

き
を
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
労
働
保
険
と
は
労
災
保
険
と
雇
用
保
険

　

を
総
称
し
た
名
称
で
す
。

問
三
沢
公
共
職
業
安
定
所
十
和
田
出
張
所

　

☎
㉓
５
３
６
１

平成29年度　
幼稚園児(満３歳以上)を
　　募集します
幼稚園は初めて出会う学校です
　十和田市私立幼稚園協会の各幼稚園で
入学願書や案内の配布を行っています。
入園願書の受け付けは11月１日㈫からで
す。
　詳しくは各幼稚園へお問い合わせくだ
さい。

▲

学校法人東北カトリック学園十和田カトリック幼稚園☎㉓2518▲

学校法人吉田学園認定こども園十和田みなみ幼稚園☎㉓3797▲

学校法人さつき学園認定こども園さつき幼稚園☎㉒1636▲

学校法人青森山田学園青森大学付属北園幼稚園☎㉒1871
◆ 私立幼稚園就園奨励費のお知らせ ◆
　市では、子ども・子育て支援新制度に移行していない十和田カ
トリック幼稚園に通っているお子さんのいる世帯を対象に、所得
に応じて入園料・保育料の一部を補助する事業を実施しています。
　詳しくはお問い合わせください。
問十和田カトリック幼稚園☎㉓2518　教育総務課学務係☎722305

問い合わせ先（十和田市私立幼稚園協会）

　

入札
番号 不動産の所在 登記

地目 面積

１ 大字相坂字高清水 
宅地 計3,333㎡
建物 延99.36㎡

※公売物件の地番や見積価格、
　公売保証金などは、市役所　
　などに掲示の公売公告または
　市ホームページでご確認くだ
　さい。
※入札はヤフーオークションの
　ガイドラインを熟読のうえ、行
　ってください。
※物件が追加になることもあ
　ります。

▶公売参加申込期間　11 月８日㈫　午後１時
　　　　　　　　　　～ 11 月 21 日㈪　午後 11 時

▼入札日時　11 月 29 日㈫　午後１時
　　　　　　～ 12 月６日㈫　午後１時

▼場所　ヤフー官公庁オークションホームページ上
　　　　http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/

問収納課☎51 6784■差し押さえした不動産をインターネット公売します 
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ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
配
布

し
て
い
ま
す

　

外
見
で
は
障
害
が
あ
る
と
わ
か
ら
な
く

て
も
援
助
が
必
要
な
人
が
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
人
々
が
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に
付

け
た
り
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
提
示
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
周
囲
の
人
に
配
慮
が
必
要

な
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に
付
け
て
い
る
人

を
見
か
け
た
時
や
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
提
示

を
さ
れ
た
時
に
は
、
思
い
や
り
の
あ
る
行

動
や
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

配
布
対
象　

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
発

　

達
障
害
の
あ
る
人

配
布
場
所　

生
活
福
祉
課

問
生
活
福
祉
課
☎
51
６
７
１
８

ヘルプマーク

ヘルプカード



十
和
田
湖
診
療
所
任
期
付
職
員
を
募
集
し

ま
す

募
集
職
種　

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師

募
集
人
員　

１
人

任
用
期
間　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
３

　

年
間

受
験
資
格　

十
和
田
湖
診
療
所
ま
で
自
動

　

車
で
通
勤
で
き
る
こ
と

試
験　

と
き
・
と
こ
ろ

　

12
月
10
日
㈯
・
市
役
所

試
験
案
内
（
募
集
要
項
）・
受
験
申
込
書

　

人
事
課
、
市
役
所
本
館
１
階
案
内
、
十

中
小
企
業
の
再
生
を
支
援
し
ま
す 

　

公
益
財
団
法
人
21
あ
お
も
り
産
業
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
厳
し
い
経
済
環
境

の
中
、
企
業
経
営
の
継
続
に
不
安
を
抱
え

て
い
る
県
内
の
中
小
企
業
、
企
業
再
生
に

意
欲
の
あ
る
中
小
企
業
の
人
々
の
相
談

に
、
企
業
や
事
業
の
再
生
な
ど
に
知
見
と

経
験
を
有
す
る
常
任
専
門
員
が
個
別
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

問
公
益
財
団
法
人
21
あ
お
も
り
産
業
総
合

　

支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
７
・
７
５
２
・
９
２
２
５

青
森
県
最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ 

　

青
森
県
最
低
賃
金
は
、
青
森
県
内
で
働

く
全
て
の
労
働
者
と
、
労
働
者
を
一
人
で

も
使
用
し
て
い
る
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま

す
。
製
造
業
と
小
売
業
の
一
部
に
は
、
特

定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
青
森
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
間
額　

７
１
６
円
（
10
月
20
日
か
ら
）

問
青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
１
７
・
７
３
４
・
４
１
１
４

中
央
病
院
職
員
（
病
院
事
業
職
員
）
を
再

募
集
し
ま
す

　

平
成
29
年
４
月
採
用
の
医
療
職
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
人
員

▼
看
護
師　
　
　
　

７
人
程
度

▼
薬
剤
師　
　
　
　

１
人
程
度

▼
臨
床
工
学
技
士　

１
人
程
度

試
験　

と
き
・
と
こ
ろ

　

12
月
２
日
㈮
・
中
央
病
院

試
験
案
内
（
募
集
要
項
）・
受
験
申
込
書

　

中
央
病
院
総
合
案
内
で
配
布

※
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
試
験
案
内

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、試
験
案
内
・

　

受
験
申
込
書
は
、
中
央
病
院
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

　

す
。

申
し
込
み
方
法　

受
験
申
込
書
に
必
要
事

　

項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送

申
込
期
間　

11
月
２
日
㈬
〜
22
日
㈫
（
郵

　

送
の
場
合
は
、
当
日
の
消
印
有
効
）

問
中
央
病
院
業
務
課
☎
㉓
５
１
２
１

浄
化
槽
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し

て
汚
水
を
浄
化
す
る
た
め
、
次
の
適
正
な

管
理
が
必
要
で
す
。

◀
定
期
的
な
保
守
点
検

◀

年
一
回
の
清
掃

◀
法
定
検
査
の
受
検
（
使
用
開
始
後
か

　

年
１
回
）

　

ま
た
、
浄
化
槽
の
使
用
開
始
時
や
廃
止

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」
で
す

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
自
分
の
未
来

設
計
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
年
金
記
録
や
、
こ
れ
か
ら
の
年
金
見

込
額
を
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
用
に
は
登

録
が
必
要
で
す
。詳
細
は「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
で
検
索
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
・
０
５
８
・
５
５
５

時
、
管
理
者
の
変
更
時
な
ど
に
は
、
八
戸

環
境
管
理
事
務
所
へ
届
け
出
な
ど
が
必
要

で
す
。

問
八
戸
環
境
管
理
事
務
所

　

☎
０
１
７
８
・
２
７
・
５
１
１
１

　

和
田
湖
支
所
で
配
布

※
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
試
験
案
内

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、試
験
案
内
・

　

受
験
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
方
法　

受
験
申
込
書
に
必
要
事

　

項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送

申
込
期
限　

11
月
15
日
㈫
（
郵
送
の
場
合

　

は
、
当
日
の
消
印
有
効
）

問
人
事
課
☎
51
６
７
０
５
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冬
場
の
運
動
不
足
解
消

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
募
集

と
き　

12
月
１
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

ア
ネ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
人

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
ポ
ー
ル　

※
ポ
ー
ル
は
、
持
っ
て
い
る
人
の
み

申
込
期
限　

11
月
24
日
㈭

※
平
成
29
年
３
月
ま
で
毎
週
木
曜
日
実
施

　

予
定
で
す
。
１
回
の
み
の
参
加
も
可
。

　

送
迎
バ
ス
を
毎
回
運
行
し
ま
す
。
詳
し

　

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
70
３
６
７
１

自
立
体
力
検
定
参
加
者
募
集

　

歩
行
、
手
作
業
、
身
体
調
整
、
姿
勢
変

換
の
４
つ
の
能
力
を
測
定
す
る
こ
と
で
、

「
自
立
体
力
」
が
何
歳
位
な
の
か
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

と
き　

11
月
17
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
人

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
内
履
き　

申
込
期
限　

11
月
14
日
㈪

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
70
３
６
７
１



中
央
病
院
「
市
民
健
や
か
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

と
き　

11
月
16
日
㈬　

午
後
４
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

中
央
病
院
１
階
外
来
待
合
室

10
月
の
演
題
「
知
っ
て
予
防
〜
イ
ン
フ
ル

　

エ
ン
ザ
と
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
〜
」

講
師　

感
染
管
理
認
定
看
護
師　

　
　
　

藤
井
真
希

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
中
央
病
院
業
務
課
☎
㉓
５
１
２
１

と
わ
だ
み
ら
い
青
年
講
座

　

青
年
た
ち
が
楽
し
く
学
び
合
う
講
座
で

す
。

■
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、

　

十
和
田
市
の
未
来
を
考
え
よ
う
！

と
き　

11
月
16
日
㈬　

午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ「
ト
ワ
ー
レ
」

対
象　

18
歳
以
上
40
歳
未
満
の
人

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

内
容　

ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
教

　

室
（
講
師
・
富
樫
孝
則
さ
ん
）

　

市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
の
話

　
（
講
師
・
政
策
財
政
課
）

申
込
期
限　

11
月
15
日
㈫

問
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課

　
　

☎
72
２
３
１
８

■
「
筆
ペ
ン
で
書
」
〜
自
分
だ
け
の
年
賀

　

状
づ
く
り
〜

と
き　

11
月
17
日
㈭　

午
後
６
時
30
分
〜

　

８
時
30
分

と
こ
ろ　

東
公
民
館

対
象　

18
歳
以
上
40
歳
未
満
の
人

費
用　

５
０
０
円
（
筆
ペ
ン
、
材
料
費
）

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

内
容　

和
紙
な
ど
を
使
用
し
て
個
性
あ
る

　

年
賀
状
づ
く
り
を
学
び
ま
す
。

講
師　

日
本
習
字
ふ
く
ろ
う
教
室

　
　
　

中
村
文
子
さ
ん

申
込
期
限　

11
月
11
日
㈮

問
東
公
民
館
☎
㉔
９
０
０
０

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
販
路
拡
大

セ
ミ
ナ
ー
」
参
加
者
募
集

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
に
よ
っ
て
少

な
い
投
資
額
で
販
路
拡
大
や
情
報
発
信
、

さ
ら
に
は
海
外
販
売
ま
で
も
が
可
能
と
な

る
「
電
子
商
取
引
（
Ｅ
コ
マ
ー
ス
）」
に

つ
い
て
、
楽
天
市
場
の
専
門
家
が
解
説
し

ま
す
。

と
き　

11
月
16
日
㈬

　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ「
ト
ワ
ー
レ
」

対
象　

企
業
か
個
人
事
業
者

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

11
月
11
日
㈮

問
商
工
労
政
課
☎
51
６
７
７
３
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平
成
28
年
度
排
水
設
備
配
管
工
認
定
講
習

受
講
生
募
集

と
き　

平
成
29
年
１
月
20
日
㈮
〜
27
日
㈮

と
こ
ろ　

青
森
市
・
弘
前
市
・
八
戸
市　

費
用　

７
千
円（
振
込
手
数
料
別
途
必
要
）

申
込
書
配
布
・
申
込
期
間　

11
月
10
日
㈭

　

〜
11
月
30
日
㈬
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

　

を
除
く
）

申
し
込
み
方
法　

下
水
道
課
で
配
布
す
る

　

申
込
書
に
所
定
の
書
類
を
添
え
て
持
参

　

し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
課
☎
㉕
４
０
１
５

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 試験場所（予定）

自衛官候補生 男子で 18 歳以上 27 歳未満
の人

年間を通じて
行っています。受付時にお知らせします。 受付時にお知らせします。

陸上自衛隊
高等工科学校生徒
（推薦）

男子で中卒（見込含）17歳
未満の成績優秀かつ生徒会
活動などに顕著な実績を納
め、学校長が推薦できる人

11 月１日㈫ 
～ 12 月２日㈮

平成 29 年１月７日㈯～１月９日㈪
※いずれか１日を指定されます

陸上自衛隊高等工科学校
（神奈川県横須賀市）

陸上自衛隊
高等工科学校生徒
（一般）

男子で中卒（見込含）17歳
未満の人

11 月１日㈫ 
～平成 29 年
１月６日㈮

【１次試験】
平成 29 年１月 21 日㈯

青森駐屯地（青森市）
千年交流センター（弘前市）
小中野公民館（八戸市）

【２次試験】
平成 29 年２月２日㈭～５日㈰

青森駐屯地（青森市）
弘前駐屯地（弘前市）

平成 28年度自衛官募集 問自衛隊青森地方協力本部三沢募集案内所☎531346

第
16
回
十
和
田
市
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

募
集

テ
ー
マ　

十
和
田
を
感
じ
さ
せ
る
写
真

応
募
期
限　

11
月
30
日
㈬
必
着

応
募
規
定　

Ａ
４
か
ら
四
ツ
切
サ
イ
ズ
、

　

カ
ラ
ー
、モ
ノ
ク
ロ
可
。
単
写
真
の
み
。

　

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
観
光
協

　

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ゆ
る
り
ら
十
和

　

田
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
実
施
要
領
や

　

応
募
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
枚
数　

一
人
10
点
以
内

審
査
員　

和
田
光
弘
さ
ん
（
十
和
田
市
出

　

身
・
日
本
大
学
芸
術
学
部
写
真
学
科
講
師
）

入
賞　

最
優
秀
賞
（
賞
金
３
万
円
・
副
賞
）

　

ほ
か
各
賞

問
（
一
社
）
市
観
光
協
会
☎
㉔
３
０
０
６



南
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
干
支
の
和
紙
工
芸
教
室

　

新
年
の
干
支
で
あ
る
「
酉と
り
」
の
和
紙
工

芸
を
作
り
ま
す
。

と
き　

12
月
１
日
㈭　

午
前
９
時
〜
正
午

十
和
田
湖
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
「
ガ
ッ
ツ
リ
お
つ
ま
み
」
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

料
理
教
室

　

早
い
・
う
ま
い
・
簡
単
…
ユ
ニ
ー
ク
な

レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

と
き　

11
月
29
日
㈫

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

費
用　

千
円
（
材
料
費
）

■
郷
土
料
理
・
豆
し
と
ぎ
作
り
教
室

　
「
し
と
ぎ
」
の
歴
史
は
古
く
、
平
安
時

代
に
も
神
前
に
供
え
ら
れ
た
と
い
い
ま

す
。

と
き　

12
月
６
日
㈫

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

費
用　

６
０
０
円
（
材
料
費
）

◆
い
ず
れ
も

と
こ
ろ　

沢
田
悠
学
館

定
員　

16
人
（
応
募
者
多
数
時
抽
選
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾

申
込
期
限　

11
月
16
日
㈬

問
十
和
田
湖
公
民
館
☎
72
２
１
０
２

東
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
東
公
民
館
民
間
教
育
事
業
者
に
よ
る
講

　

座
体
験
＆
見
学
デ
ー

　

一
日
で
多
く
の
講
座
を
体
験
し
て
自
分

に
合
っ
た
講
座
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

　

ご
自
由
に
見
学
い
た
だ
け
ま
す
。

と
き　

11
月
13
日
㈰　

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

内
容　

健
康
体
操
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
太
極

　

拳
、
琴
、
陶
芸
、
書
道
、
茶
道
、
生
け

　

花
、
押
し
花
、
粘
土
工
芸
な
ど

※
講
座
に
よ
り
材
料
費
な
ど
が
必
要
な
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

問
東
公
民
館
☎
㉔
９
０
０
０

　

講
師
の
会
（
加
藤
）

　

☎
０
９
０
・
８
５
８
０
・
９
１
６
９

■
東
公
民
館
講
座
「
ふ
る
さ
と
再
発
見
」

　

受
講
生
募
集

と
き　

11
月
18
日
㈮　

午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

60
人

演
題　

誠
ま
こ
とな
る
十
和
田
湖
の
ヒ
メ
マ
ス

内
容　
「
十
和
田
湖
開
発
の
父
」
と
呼
ば

　

れ
、
宇
樽
部
湖
畔
の
開
拓
に
尽
力
し
た

　

三
浦
泉
八
の
功
績
の
う
ち
か
ら
養
魚
事

　

業
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
講
演

講
師　

瀬
川
万ま

き

た
喜
太
さ
ん

問
東
公
民
館
☎
㉔
９
０
０
０

対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

費
用　

２
千
円
（
材
料
費
）

定
員　

15
人
（
応
募
者
多
数
時
抽
選
）

申
込
期
間　

11
月
７
日
㈪
〜
16
日
㈬

問
南
公
民
館
☎
㉒
４
４
１
６

十
和
田
湖
公
民
館
ま
つ
り　

と
き　

11
月
20
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
展
示
部
門　

書
道
、
裂
織
、
手
芸
、
生

　

け
花
、
陶
芸
、
児
童
生
徒
作
品
な
ど

▼
舞
台
部
門　

和
太
鼓
、
鶏
舞
、
舞
踊
、

　

手
話
コ
ー
ラ
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど

　
（
法
奥
小
学
校
体
育
館
で
実
施
）

▼
販
売
部
門　

ド
ー
ナ
ツ
、
コ
ー
ヒ
ー
、

　

く
し
餅
な
ど
（
公
民
館
と
法
奥
小
学
校

　

で
実
施
）

問
十
和
田
湖
公
民
館
☎
72
２
１
０
２

江
戸
時
代
の
滝
沢
地
区
の
歴
史
展
Ⅱ

〜
こ
れ
ま
で
の
解
読
成
果
の
一
部
公
開
〜

　

代
々
武
家
で
あ
っ
た
滝
沢
家
か
ら
市
に

寄
贈
さ
れ
た
、
中
渡
八
幡
宮
や
新
田
開
発

の
古
文
書
や
巻
物
、
刀
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。

と
き　

11
月
12
日
㈯
〜
20
日
㈰　

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ「
ト
ワ
ー
レ
」

展
示
解
説　

11
月
12
日
㈯
、
20
日
㈰
の
午

　

前
11
時
か
ら
展
示
解
説
を
行
い
ま
す
。

◆
場
所
を
変
え
、
引
き
続
き
展
示
し
ま
す

と
き　

11
月
22
日
㈫
〜
12
月
25
日
㈰
（
月

　

曜
休
館
）　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

市
郷
土
館

問
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課

　

☎
72
２
３
１
３
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いずみ法律事務所 弁護士　鈴木　陽大

離婚、相続、不動産
交通事故、債務整理
その他、様々な法的なお悩みについて
法律問題の専門家である弁護士にご相談を

☆初回３０分法律相談料無料
℡ ０１７６－５８－６５５８
青森県十和田市西一番町１７番６号　２階
http://izumi-law.sakura.ne.jp

弁護士　花生　耕子
青森県弁護士会所属

　上記①、②に該当した方は過払い金が戻ってくるかもしれません。
貸金業者が倒産する前に、善は急げ！まずはお電話ください。

①大手消費者金融へ５年以上返済を続けている。

借金のご相談 無料　任意整理…１社２万５千円

②金利が 25パーセント前後だった。

ご相談はお電話で
ご予約ください。☎0176-51-4317
http://www.acacia-forest.jp
〒034-0082 青森県十和田市西二番町８-４（十和田市現代美術館駐車場隣）

。

アカシアの森法律事務所 検 索

①大手消費

【有料広告欄】 問総務課広報男女参画係☎51 6702



十
和
田
市
こ
ど
も
劇
団

「
第
23
回
定
期
公
演
」　

演
目　
「
大
切
な
仲
間
た
ち　

ね
ず
み
物
語
」

と
き　

11
月
20
日
㈰　

　

午
後
１
時
30
分
開
場
、
午
後
２
時
開
演

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

問
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課
☎
72
２
３
１
３

第
29
回
十
和
田
市
民
合
唱
祭

と
き　

11
月
27
日
㈰　

　

午
後
１
時
開
場　

午
後
１
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

参
加
団
体
（
出
演
順
）
▼
三
本
木
小
学
校

　

音
楽
部
▼
南
小
学
校
合
唱
部
▼
み
な

　

み
大
学
▼
コ
ー
ラ
ス
四
季
▼
十
和
田
湖

　

コ
ー
ラ
ス
愛
好
会
▼
滝
の
詩
王
者
合
唱

　

団
▼
コ
ー
ル
ア
ゼ
リ
ア
▼
と
わ
だ
混
声

　

合
唱
団

問
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課
☎
72
２
３
１
３

教
育
講
演
会

と
き　

11
月
12
日
㈯　

　
　
　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
55
分

と
こ
ろ　

三
本
木
小
学
校

講
演　
「
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る

　

子
ど
も
達
の
高
校
進
学
と
そ
の
現
状
」

講
師　

青
森
県
教
育
庁
学
校
教
育
課
特
別

　
　
　

支
援
教
育
推
進
室

　
　
　

指
導
主
事　

藤
川
雅
人
さ
ん

申
込
期
限　

11
月
９
日
㈬

※
当
日
の
参
加
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
三
本
木
小
特
別
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
㉓
９
５
５
３

と
わ
だ
っ
子
い
じ
め
追
放
集
会

　

市
内
小
・
中
学
校
の
各
校
が
実
践
し
て

い
る
い
じ
め
防
止
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
発
表
し
ま
す
。

と
き　

11
月
19
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
10
分

と
こ
ろ　

南
公
民
館

問
指
導
課
☎
72
２
３
０
９

現
代
美
術
館

■
企
画
展
「
Ｏ
ｎ 

ｔ
ｈ
ｅ 

Ｂ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ

ヨ
ー
ガ
ン 

レ
ー
ル　

海
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
関
連
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
（
１
回
目
）

と
き　

11
月
５
日
㈯　

午
後
２
時
〜
３
時

ゲ
ス
ト　

高
木
由
利
子
さ
ん
（
写
真
家
）

ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
（
２
回
目
）

と
き　

11
月
6
日
㈰　

午
後
２
時
〜
３
時

ゲ
ス
ト　

鶴
田
真
由
さ
ん
（
女
優
）

◆
い
ず
れ
も

費
用　

企
画
展
観
覧
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で

　

す
（
高
校
生
以
下
無
料
）

※
事
前
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
の
い

　

ず
れ
か
で
の
予
約
し
た
人
を
優
先
し
ま

　

す
。

■
11
月
10
日
㈭
は
市
民
無
料
デ
ー

　

常
設
展
示
が
無
料
で
観
覧
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
免
許
証
や
保
険

証
な
ど
住
所
が
分
か
る
も
の
を
受
け
付
け

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
現
代
美
術
館
☎
⑳
１
１
２
７　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
⑳
１
１
３
８ 

  

メ
ー
ル　

info@
tow
adaartcenter.com

な
か
よ
し
発
表
会

　

市
内
特
別
支
援
学
級
の
児
童
生
徒
が
、

趣
味
や
特
技
を
生
か
し
、
劇
や
遊
戯
な
ど

の
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
行
い
ま
す
。

と
き　

11
月
30
日
㈬

　
　
　

午
前
９
時
25
分
〜
午
後
２
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

問
指
導
課
☎
72
２
３
０
９

第
21
回
県
民
公
開
講
座
「
骨
髄
移
植
を
知

ろ
う
」

　

骨
髄
移
植
に
関
す
る
講
演
会
な
ど
を
開

催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
26
日
㈯

　
　
　

正
午
〜
午
後
４
時
10
分

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

演
題　
「
骨
髄
移
植
と
は
」

講
師　

青
森
県
立
中
央
病
院　

血
液
内
科

　
　
　

医
師　

久
保
恒
明
さ
ん

定
員　

３
０
０
人

※
骨
髄
ド
ナ
ー
・
移
植
者
に
よ
る
体
験
談

　

や
青
森
山
田
中
学
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

　

に
よ
る
「
い
の
ち
の
リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー

　

ト
」
な
ど
も
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
青
森
県
立
中
央
病
院
血
液
内
科
８
階

　

西
病
棟
☎
０
１
７
・
７
２
６
・
８
０
８
１
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【有料広告欄】 問総務課広報男女参画係☎51 6702

《お気軽にご相談ください》
弁護士法人　青空と大地　
《青森県弁護士会所属》

代表弁護士　橋本明広
十和田市西三番町１番４２号　ＮＴＴ十和田ビル２階

取扱業務
民事全般、不動産、離婚、相続、成年後見、債務整理、会社関係、刑事
（上記以外の事件も取り扱っています。）
相談料　初回 60分　5,000 円（税別）
（個人の多重債務相談は無料です。）
相談は電話又は来所による予約制です。
☎0176（21）5162（受付時間　平日９時～ 17 時 30 分）
http://www.aozora-daichi.com



とき　11 月６日㈰　午前 10 時～午後４時 30 分
ところ　中央病院本館１階エントランスホール　ほか

　市民の皆さんに開かれた病院として、より親しみを感じ理解を深めていただくために「病院ふれあいまつ
り」を開催します。各種体験・相談が無料でできます。
　当日は病院駐車場を無料開放しますので、どうぞお気軽にお越しください。

問中央病院業務課☎㉓5121内線3230

市立中央病院市立中央病院 病院ふれあいまつり病院ふれあいまつり

医療体験ブース医療体験ブース医療体験ブース 健康相談ブース健康相談ブース健康相談ブース 各種イベントブース各種イベントブース各種イベントブース
▶医師や医療専門職によるチーム
　活動の紹介
▶各種医療の体験　など

▶無料健診コーナー
▶がん相談、お薬・禁煙相談
　など

▶フリーマーケット
▶絵画展示、音楽演奏
▶盲導犬ふれあいコーナー　など

市民公開講座 事前申し込み不要。無料でどなたでも参加できます。

●第１部　午前11時～正午　本館１階エントランスホール
　「笑って！学んで！認知症を理解しよう～認知症の症状とその対応～」
　じゅんちゃん一座　寸劇　「和田黄門～このカードが目に入らぬか！！～」
　監修・解説　メンタルヘルス科診療部長　竹内　淳子　先生
●第２部　午後３時30分～４時30分　別館２階講堂
　「正しく恐れよう！肺炎と結核」
　講師　弘前大学大学院医学研究科
　呼吸器内科学講座　教授　田坂　定智　先生

「
Ｐペ

ッ

パ

ー

ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
」
の
愛
称
が
〝
何な
そ
ぼ
遊
坊
〞
に

決
定
し
ま
し
た

　

観
光
案
内
の
た
め
に
導
入
し
た
、
Ｐ
ｅ

ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
の
愛
称
を
一
般
公
募
し
た
と
こ

ろ
、
46
件
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厳
正
な
選
考
の
結
果
〝
何な

そ

ぼ
遊
坊
〞
に
決
定

し
ま
し
た
。

　

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
は
岩
手
大
学
で
十
和
田

市
観
光
案
内
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て

い
た
だ
き
、
十
和
田
湖
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
「
ぷ
ら
っ
と
」
に
て
活
躍
中
で
す
。

外
国
語
で
も
観
光
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

問
観
光
推
進
課
☎
51
６
７
７
２

畜
産
講
習
会

と
き　

11
月
22
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

サ
ン
・
ロ
イ
ヤ
ル
と
わ
だ

演
題　
「
全
国
の
種
雄
牛
情
勢
と
あ
お
も

　

り
和
牛
の
改
良
に
つ
い
て
」

講
師　

㈲
北
国
肉
牛
商
事　

　
　
　

代
表　

小
野
健
一
さ
ん

問
上
十
三
地
区
家
畜
衛
生
推
進
協
議
会　

　

☎
㉕
２
３
６
２

会いに来てね！
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　福祉の里では、看護師、 
介護福祉士、 理学療法士、 
作業療法士などの数多くの
専門職が働いています。
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【有料広告欄】 問総務課広報男女参画係☎51 6702
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　市民の皆さんが行う催しの紹介、サークルなどの会員募集のコーナーです。費用費用
の記載がないものは無料の記載がないものは無料です。掲載希望のかたは市ホームページをご覧ください。

【有料広告欄】 問総務課広報男女参画係☎51 6702

　

第 12回九条・平和文化祭
とき　11 月 19 日㈯　午後１時～５時
　　　 20日㈰　午前９時～午後４時
ところ　市民文化センター
展示部門　文芸、美術、写真、戦時中
　　　　　の教科書、戦中戦後の歴史
　　　　　資料など　　
発表部門　コンサート、体験談、紙芝
　　　　　居など
問九条を守る上十三の会
　上北地方教育会館☎㉓ 4271

　

男の料理
　脂質・糖質を控えたダイエットレシ
ピとは？
とき　11 月 28 日㈪　午前９時～正午
ところ　東公民館
定員　30 人（先着順）
費用　900 円（食材費）
持ち物　三角巾、エプロン、筆記用具
問食養生の会・苫米地登志子
　　☎ 090-5830-3356

　
ゆるくてやさしいヨガ無料体験
　壮大な宇宙に目を放ち、深い呼吸で
豊かなエネルギーを心と体に入れる。
忙しさに追われる日々、ちょっと休ん
で味わってみませんか。
とき　11 月 23 日㈬　
　　　午前 10 時～ 11 時 50 分
ところ　市民交流プラザ「トワーレ」
対象　18 歳以上
定員　15 人（先着順）
持ち物　タオル、マット（無ければ不
　　　　要）、飲み物
費用　200 円（駐車料）
問ゆるくてやさしいヨガ愛好会・
　　関野祐子☎㉓ 2206

　
第 29回北里大学十和田交響楽団

定期演奏会
　今年のテーマは「四季」です。それ
ぞれの季節の特徴や移り変わっていく
さまをオーケストラが奏でるメロディ
で表現します。迫力ある生の演奏をお
楽しみください。
とき　12 月３日㈯
　　　午後５時開場・５時 30 分開演
ところ　市民文化センター
演奏曲　グノー作曲「ファウスト」、　
　　　　ウエストサイドストーリー
　　　　セレクションほか
問北里大学交響楽団部・榊原
　☎ 090-4156-6048

認知症予防の脳トレ教室
　心と脳を活性化し、笑顔で暮らしま
しょう。介護予防体操も行います。
とき・ところ
　各会場とも午後１時 30 分～３時
　▪毎週火曜日
　　市民交流プラザ「トワーレ」
　▪第１・３木曜日
　　東公民館
　▪第２・４木曜日
　　南公民館
対象　50 歳以上
費用　500 円（資料・茶菓子代）
※事前申し込み不要です。直接会場へ
　お越しください。
問 NPO法人スマイルラボ
　☎・FAX㉓ 8922
　ﾒｰﾙ office@smilelab.info

　
民話を語ってみませんか？
（語りべ養成講座）

　民話の世界は夢があり、戒めがあり、
実に奥深いものです。民話の語りの基
本をやさしく楽しくお教えします。
とき　11 月 16 日㈬・23 日㈬
　　　午後６時 30 分～８時
ところ　南公民館
講師　越後屋徳兵衛さん
　　　（語りべ表現指導者・演出家）
定員　10 人（先着順）
申込期限　11 月 11 日㈮
※平成 29 年３月まで毎月２回開催し
　ます。
問十和田民話語りべ「わの会」
　　・一本松きよ☎㉒ 0786



　

＜＞…開始時間

５㈯
▶紙しばい倶楽部とわだ　<10：30>～市民図書館
　（問市民図書館☎㉓7808）

▼第47回市民文化祭　<オープニングセレモニー10：00　展示部
　門10：00（～６日）舞の躍動10：20　演劇18：00>
　～市民文化センター（問スポーツ・生涯学習課☎722318）

６㈰

▼第47回市民文化祭　<吟詠10：00　謡と仕舞13：00　秋のスペ
　シャルコンサート13：00>～市民文化センター
　（問スポーツ・生涯学習課☎722318）

７㈪ ▶乙女クラブ　万葉仮名　百人一首　作品展
　～市民文化センター（問乙女クラブ・豊川☎㉒7422）(～30日）

10㈭
▶おしゃべりサロン「クローバー」<①10：00・②13：30>
　～保健センター（問傾聴サロンとわだ・黒子☎090-2796-0999)

▼十和田市民大学講座　第７講座「佐々木優花のジャズを楽し
　む90分」<18：30>～市民文化センター（講師：佐々木優香さ
　ん）閉講式（問スポーツ・生涯学習課☎722318）

11㈮
▶がんばろう東北！演歌！男の三兄弟<18：30>
　～市民文化センター（Ｓ指定席前売券5,400円）
　（問㈲オカダ・プランニング☎0225-22-0934）

12㈯

▶話しのサロン・こころの広場ルピナス<10：00>
　～勤労青少年ホーム（問健康増進課☎516791）（26日も開催）
▶語りの会・こま草「おはなしのゆうびんやさん」
　<①10：30・②14：00>～市民図書館
　（問市民図書館☎㉓7808）（26日も開催）
▶十和田市小中学校美術展<９：00>～市民文化センター
　（問指導課☎722309）(～13日）
▶上十三もの忘れフォーラム<13：00>～市民文化センター
　（問武田薬品工業㈱☎017-722-6122）

13㈰ ▼第12回十和田市総合体育大会（後期）～市総合体育センターほか
　（問スポーツ・生涯学習課☎722317）

14㈪ ▶平成28年分年末調整説明会<14：00>
　～市民文化センター（問十和田税務署☎㉓3151）

19㈯ ▶わっこの会「読み聞かせ」<10：30>～市民図書館
　（問市民図書館☎㉓7808）

23㈬

▶天間ピアノ教室・いわべピアノ教室 ピアノコンサート
　<13：00>～市民文化センター
　（問いわべピアノ教室・岩部☎090-1493-9090）
▶八甲田吹奏楽団演奏会「サウンド・カーニバル2016」
　<14：00>～市民文化センター
　（問八甲田吹奏楽団・苫米地☎090-7335-9708）

27㈰ ▼普通救命講習会<９：00>～十和田消防署
　（対象：中学生以上の市民）（問十和田消防署☎㉕4115）

11 月の市民無料相談

その他の催し

問健康増進課
　☎51 6790休日当番医

３日㈭ 十和田北クリニック☎㉑3741

６日㈰ かわむらクリニック☎⑳1505

13日㈰ 十和田外科内科☎㉒5151

20日㈰ 篠田医院☎㉓2022

23日㈬ 十和田泌尿器科☎㉒7340

27日㈰ 藤原内科☎㉔0770

内　容 日　時
◆行政相談
行政機関などの業務に対する苦
情、意見、要望などの相談

７日㈪・21 日㈪
７日は十和田湖支所同時開催
午後１時～３時

◆人権相談
いじめや差別、家庭内や隣近所と
のもめごとなどの相談

11 日㈮・25 日㈮
午後１時～３時

◆法律相談（定員７人）
相続、離婚、借金などの相談

16 日㈬　午後１時～４時
※９日㈬午前８時 30 分から予約開始

◆司法書士相談（定員４人）
登記、相続、借金などの相談

17 日㈭　午後１時～３時
※ 10 日㈭午前８時 30 分から予約開始

◆不動産相談（定員４人）
不動産の売買、不動産の賃貸借な
どの相談

10 日㈭　
午後１時～３時
※２日㈬までに要予約

◆くらしとお金の相談
多重債務、生活資金などの相談

９日㈬　午前10時～午後４時
※前日までに要予約

◆法テラス青森（法律相談）
借金・離婚・労働問題などの相談
※資力基準に該当するかた

８日㈫・22 日㈫　
午後１時～４時
※予約先☎ 050 -3383-5552

◆消費生活相談
悪質商法、架空請求、製品事故な
どの消費生活の相談

毎週月～金曜日
午前８時30分～午後４時30分
※相談前に要予約

◆交通事故相談　
交通事故による損害賠償、示談など
の相談

15 日㈫　
（予約があった場合に開催）
※予約先県庁☎ 017 -734-9235

ところ　まちづくり支援課市民相談室
問まちづくり支援課☎51 6777
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人口と世帯 平成28年９月末現在　※（　）内は前月比

■人口/63,014人（＋12人）男/30,183人（＋20人）女/32,831人（ー８人）
■世帯数/27,409世帯（＋38世帯）

～今日も無事でいてほしい～
みんなでつくろう 安全・安心なまち

セーフコミュニティ十和田

内　容 日　時

◆市税夜間納付・相談窓口

１日㈫、２日㈬、４日㈮
21日㈪、22日㈫、
24日㈭、25日㈮、
28 日㈪～ 12 月２日㈮

とき　午後５時 30 分～８時　ところ　収納課
※本館北側職員通用口からお入りください（午後
　６時以降は本館正面玄関からは入れません）。
問収納課☎51 6760

内　容 日　時

◆出張年金相談
　年金の無料相談

25 日㈮※要予約
（予約があった場合に開催）
※予約先八戸年金事務所
　☎ 0178 -43-7368

とき　午前10時～午後３時
ところ　新館３階会議室Ａ
問八戸年金事務所☎ 0178 43 7368　市民課☎51 6753

11 月 30 日㈬が納期限です
市税等は納期限内に納めましょう
固定資産税第４期／国民健康保険税第５期
介護保険料第５期／後期高齢者医療保険料第５期

「自死遺族のつどい」
 11 月 12 日㈯　
 　午後 1時 30 分～ 3時 30 分 八戸駅ユートリー 4階伝統工芸室

　大切な人を自死で亡くされた思いを抱えている人が集まり、自分
の体験や思いを心おきなく話せる安心な場です。その場にいて聞く
だけでもかまいません。
問県立精神保健福祉センター こころの電話☎ 017-787-3957（3958）

　弁護士、保健師などがチームとなって借金の相談だけでなく、
心のケアや生活再建に向けたさまざまな相談に応じます。どな
たでも相談できます。
◆とき　　11 月 12 日㈯　午後１時～３時
◆ところ　市保健センター
◆主催　　青森りんごの会（青森多重債務被害等をなくす会）

問青森りんごの会事務局☎ 080-6057-3792

借金とこころの無料相談会


